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ま え が き

本ソフトウェア説明書は，

ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＢＳＰ Ｖ３３

について説明したものです．ソフトウェアの使用に先立ち，本書をご一読ください．

本ソフトウェアのインストレーションを実施するにあたり，その２週間前までに当社技術員から本ソフト

ウェアの最新保守情報をお取り寄せのうえ，インストレーションを実施頂くようお願い致します．また，ご

不明な点は当社の技術員にお問い合わせください．

なお，本書で用いる記号の意味は次のとおりです．

◆参照 → 本書の中の参照箇所を示しています．

◆【】 “適用マニュアル”に記載されているマニュアルの参照箇所を示しています．

例：◆【１】 １．２ ………“適用マニュアル”第１項のマニュアルの１．２ を参照．

２０１７年２月

富士通株式会社

Ｗｉｎｄｏｗｓ は，米国Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ の米国およびその他の国における登録商標です．

Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ， Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ  富士通株式会社 １９８３－２０１７



目 次

１．機能概要 ……………………………………………………………………………………………… １

２．構成プログラム ……………………………………………………………………………………… ３

３．適用マニュアル ……………………………………………………………………………………… ３

４．新機能 ………………………………………………………………………………………………… ４

５．移行上の注意 ………………………………………………………………………………………… ６

６．ソフトウェア組合せ条件 …………………………………………………………………………… １３

７．提供媒体形式と内容 ………………………………………………………………………………… １４

８．ＤＡＳＤ所要量 …………………………………………………………………………………………… １５

９．インストレーションの手引 ………………………………………………………………………… １６

１０．プログラム修正事項 ………………………………………………………………………………… ４８

１１．制限事項 ……………………………………………………………………………………………… ５４



１．機能概要

このソフトウェアは以下の機能を備えている．

詳細は，本書の“３．適用マニュアル”に記載のマニュアルを参照する．

ＯＳⅣ／ＭＳＰ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＢＳＰ（ＳＩＭｐｌｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ＆ ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ｓｕｐｐｏｒｔ Ｐｒｏｇｒａｍ ＬＩｂｒａｒｉｅｓ ｆｏｒ

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｓｙｓｔｅｍ／Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｆａｃｉｌｉｔｙ ｏｆ Ｄａｔａ Ｂａｓｅ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｐｒｏｇｒａｍ）（以降ＤＢＳＰと呼ぶ） は，テストデータ

の作成と検証を支援することを目的とし，ネットワークデータベースの創成，更新，印刷を行うアプリケーシ

ョンプログラムである．

ＤＢＳＰには以下の機能がある．

１．１ 環境セットアップ機能 ◆【１】 ２．１ ，３．１

１．１．１ 環境セットアップ ◆【１】 ２．１．２ ，３．１．３

ＡＩＭ ＡＤＬ （ＳＣＨＥＭＡ，ＳＵＢＳＣＨＥＭＡ）ソースを解析し，更新系システムを作成する．

この時に，ＤＢＳＰ自体が動作するためのＳＵＢＳＣＨＥＭＡ とＰＥＤ を自動創成しＡＩＭ ディレクトリに自動登録する．

１．１．２ ユーティリティ ◆【１】 ２．１．３ ，３．１．４

環境セットアップで指定したＳＣＨＥＭＡソースの中で定義されているデータベース， インデックスデータセッ

トに対しＡＩＭ ユーティリティのＪＸＨＡＤＩＮＴまたはＪＸＨＩＸＧＥＮを行うことができる．

割り当て処理では，割り当て容量を自動算出する．

１．１．３ ＣＯＰＹ句環境セットアップ ◆【１】 ２．１．４ ，３．１．５

更新系システムにおいて，ＣＯＢＯＬ８５ の登録集原文（以降ＣＯＰＹ句と呼ぶ）フォーマットでデータを画面表示

する場合の環境を作成する．

１．１．４ ＹＰＳ 構造体環境セットアップ ◆【１】 ２．１．５ ，３．１．６

更新系システムにおいて，ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬで記述されたインクルード句（以降ＹＰＳ構造体と呼ぶ）フォーマッ

トでデータを画面表示する場合の環境を作成する．

１．２ データベース更新・表示機能 ◆【１】 ２．２ ，３．２

１．２．１ レコードの更新 ◆【１】 ２．２．２ ，３．２．３

会話処理により， レコード内データの更新， レコードの追加・削除を容易に行うことができる．

１．２．２ セットの変更 ◆【１】 ２．２．３ ，３．２．４

会話処理により， レコード単位にセットの結合・切離し・つなぎ替えを容易に行うことができる．

１．２．３ レコードの印刷 ◆【１】 ２．２．５ ，３．２．６

会話処理により印刷するレコードの条件を指定する．指定できる条件は，セット内レコード印刷のメンバ

レコードタイプ指定， エントリキーの範囲指定， 検索条件式指定， 物理的格納順番の範囲指定である．

印刷リストには，次の２種類のフォーマットがある．

－１ページ１レコードで１６進出力あり

－１ページ２レコードで１６進出力なし

１



１．２．４ レコードの一括更新 ◆【１】 ２．２．４ ，３．２．５

ＤＢＳＰ専用の一括更新制御文を使用することにより，バッチ処理において，レコード内データの更新， レコ

ードの追加・削除， セットの結合を行うことができる．

１．３ Ｗｅｂ 連携機能

Ｗｅｂ ブラウザからデータ抽出・表示を行うことができる．

２



２．構成プログラム

このソフトウェアは，表２．１ に示すプログラムから構成されている．

表２．１ 構成プログラム

項番 分 類 プログラム名 バージョン・レベル 備 考

１ 環境セットアップ系システム ＪＳＭＤＯＭ０１ Ｖ３３Ｌ２０

メインプログラム

ＪＳＭＤＯＭＡＴ Ｖ３３Ｌ２０ ＪＳＭＤＯＭ０１を起動する

２ 更新系システム ＪＳＭＤＢＭ０１ Ｖ３３Ｌ２０ 環境生成時にコンパイル

メインプログラム

ＪＳＭＤＢＭＡＴ Ｖ３３Ｌ２０ ＪＳＭＤＢＭ０１を起動する

３ 端末種別取得プログラム ＪＳＭＤＸ０１０ Ｖ３３Ｌ２０

４ 画面消去プログラム ＪＳＭＤＺＦＥＤ Ｖ３３Ｌ２０

５ プロフィール取得プログラム ＪＳＭＤＰＲＦ０ Ｖ３３Ｌ２０

プロジェクト管理情報
６ ＪＳＭＤＵ６５０ Ｖ３３Ｌ２０

コンバートプログラム

７ プロジェクト削除プログラム ＪＳＭＤＵ６４０ Ｖ３３Ｌ２０

Ｗｅｂ 連携機能の
８ Ｗｅｂ 連携機能 ＪＳＭＤＷＭ０１ Ｖ３３Ｌ２０

環境生成時にコンパイル
メインプログラム

ＪＳＭＤＷＭＡＴ Ｖ３３Ｌ２０ ＪＳＭＤＷＭ０１を起動する

３．適用マニュアル

このソフトウェアに適用されるマニュアルは表３．１ に示すとおりである．

表３．１ 適用マニュアル

項
マ ニ ュ ア ル 名 称 マニュアルコード 備 考

番

１ ＯＳⅣ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＢＳＰ 解説書 Ｊ１Ｍ０－９０９０－０３

３



４．新機能

このソフトウェアでは，以前のバージョン・レベルに対して次のような機能追加および改良が行われている．

４．１ Ｖ３０Ｌ２４で行われた機能追加・改良点

４．１．１ ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１２Ｌ２０対応

ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１２Ｌ２０のＣＯＰＹ句の使用を可能とした．

４．１．２ ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルのコンバート機能

ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルのコンバート用プログラムを追加した．

４．２ Ｖ３１Ｌ１０で行われた機能追加・改良点

４．２．１ ＹＰＳ 構造体の指定によるデータの作成／更新／印刷機能

ＹＰＳ 構造体のフォーマットによるデータの作成／更新／印刷の機能を追加した．

４．２．２ ＡＩＭ ディレクトリデータセットのカタログについての制限緩和

ＡＩＭ ディレクトリデータセットはカタログされていなくてもよいように制限緩和した．

４．２．３ ＣＯＰＹ句ライブラリのカタログについての制限緩和

ＣＯＰＹ句環境生成時に，ＣＯＰＹ句ライブラリはカタログされていなくてもよいように制限緩和した．

４．２．４ 検索条件の値

検索条件入力画面において，指定された値が絶対値でなくてもよいように制限緩和した．

４．３ Ｖ３１Ｌ２０で行われた機能追加・改良点

４．３．１ ユーザ出口機能

レコードの更新前後のログをユーザが取得可能なように，ユーザ出口の機能を追加した．

４．３．２ ユーザサポートのためのＶ／Ｌ 通知ルーチン

ＤＢＳＰの製品情報を通知するＶ／Ｌ 通知ルーチンを提供した．通知情報は，ツール名，Ｖ／Ｌ ，

修正№，修正日付，修正時刻，実行ユーザ，実行日付，および実行時間である．

４．３．３ ＤＢＳＰの環境セットアップ用ＡＤＬ 情報の項目追加

ＤＢＳＰの環境セットアップ用ＡＤＬ 情報に，ＢＯＦ スペース量を指定可能とした．

４．３．４ ＤＢＳＰ起動時の初期値指定

日本語データを扱うユーザが増えたため，ＤＢＳＰ起動時はＪＥＦ ＯＮが初期値になるよう改善した．

４．３．５ 容量の自動算出

ユーティリティにより最新機種（Ｆ６４２７） の対応を行い，最新機種でも容量の自動算出を可能とし

た．

４．３．６ データ項目名の長さ

画面およびバッチの検索用に使用するデータ項目名の長さを，日本語データ項目名長最大までサ

ポートした．

４．４ Ｖ３１Ｌ２１で行われた機能追加・改良点

４．４．１ 一括更新処理でのＤＡＴＡＴＯＯＬ連携機能

一括更新処理でのＤＡＴＡＴＯＯＬ連携機能を追加し，一括更新処理における四則演算および条件付き命

令をサポートした．

４



４．５ Ｖ３２Ｌ１０で行われた機能追加・改良点

４．５．１ ユーザランダムエントリ手法のレコード検索に対する制限解除

ユーザランダムエントリ手法のレコードに対するエントリキー指定での検索は，ユーザランダム

エントリキー指定のみをサポートしていたが，拡張インデックス指定もサポートした．

４．５．２ 翻訳オプションの指定

ＤＢＳＰマスタファイルの＠ＯＰＴＩＯＮ および＠ＹＰＳＣＯＰＴにて指定する翻訳オプションに，標準値以外の指

定を可能とした．

４．５．３ ＤＢＳＰマスタファイルの一括修正機能

ＤＢＳＰマスタファイルをインストール後，一括して修正する機能を追加した．

４．５．４ プロジェクトファイルコンバート機能

移行時にプロジェクトごとのマスタファイルをコンバートする機能を追加した．（コンバート後

は再環境セットアップが必要）

４．５．５ プロジェクト削除機能

不要プロジェクトの環境を削除する機能を追加した．

４．５．６ ワークファイルのボリューム通し番号指定

ログ出力用と，レコードの印刷用のワークファイルのボリューム通し番号を，任意に指定可能と

した．

４．５．７ ＡＩＭ ディレクトリのＵＮＩＴ指定

ＡＩＭ ディレクトリの存在するＵＮＩＴが，その他の環境ファイルと別のＵＮＩＴであっても処理可能とな

るよう制限緩和した．

４．５．８ アイテムセレクト情報の保存

データベース更新・表示処理でアイテムセレクト（項目選択）を行った場合，セション中はその

情報をクリアせずに，再検索の際にアイテムセレクトを表示するようにした．

４．５．９ プロジェクト登録数制限値の緩和（５０→９９９）

プロジェクト登録数の制限値を，最大５０件から ９９９件に緩和した．

４．５．１０ マルチクラスタ環境における運用

ＯＳ ＩＶ／ＭＳＰ スケーラブルＳＣＭＰシステムにおけるマルチクラスタの運用を可能とした．

４．６ Ｖ３３Ｌ１０で行われた機能追加・改良点

４．６．１ プロジェクト管理情報コンバート機能

Ｖ３０Ｌ２４以降からの移行時には，旧Ｖ／Ｌ のプロジェクト管理情報をコンバートすることで，各プロ

ジェクト環境をそのまま使用可能とした．これに伴い，Ｖ３２Ｌ１０で追加したプロジェクトファイルコ

ンバート機能（◆参照 → ４．５．４ ）は不要となったため廃止した．

４．６．２ Ｗｅｂ 連携機能

Ｗｅｂ ブラウザからのデータ抽出・表示を可能とした．

４．７ Ｖ３３Ｌ２０で行われた機能追加・改良点

４．７．１ 処理制御用コマンドの追加

ＴＲＡＮコマンドによってトランザクションを区切ることを可能とした．

４．７．２ 画面スクロールの行数指定

行数単位の画面スクロールを可能とした（ユーティリティを除く）．

５



４．７．３ ユーザ出口のレコード内容長制限緩和

ユーザ出口に通知されるレコード内容長の制限を最大２７０００ バイトから３２６３２ バイトに緩和した．

５．移行上の注意

以前のバージョン・レベルからこのソフトウェアに移るときには，以下の事項に留意しなければならない．

５．１ システム移行を伴う場合

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境は流用できない．

以下に示す手順でインストールを行う．

⑴ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を全て削除する． ◆参照 → ５．６

⑵ ＤＢＳＰのインストールを行う． ◆参照 → ９

また，システム移行が伴うＤＢＳＰの移行においては，次の注意事項がある．

－ ＤＢＳＰの必要ソフトウェアであるＡＤＪＵＳＴは，動的結合用のトランジェントライブラリを指定しなければな

らない．静的結合用のレジデントライブラリを指定すると０Ｃ４－０００ で異常終了する場合がある．

トランジェントライブラリ，レジデントライブラリの詳細は，ＡＤＪＵＳＴのソフトウェア説明書を参照され

たい．

５．２ ＡＩＭ 環境のＶ／Ｌ 移行を伴う場合（ＡＩＭ Ｖ１１ からＡＩＭ Ｖ１２，Ｖ２０ または ＡＩＭ Ｖ１２からＡＩＭ Ｖ２０ ）

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境は流用できない．

以下に示す手順でインストールを行う．

⑴ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を全て削除する． ◆参照 → ５．６

⑵ ＤＢＳＰのインストールを行う． ◆参照 → ９

５．３ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２０ 以前からの移行

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境は流用できない．

以下に示す手順でインストールを行う．

⑴ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を全て削除する． ◆参照 → ５．６

⑵ ＤＢＳＰのインストールを行う． ◆参照 → ９

５．４ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２１ ～ Ｖ３０Ｌ２３ からの移行

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境のうちプロジェクトのＣＯＰＹ句環境は，移行作業を行うことで流用できる．

５．４．１ プロジェクトのＣＯＰＹ句環境を流用する場合

以下に示す手順でインストールを行う．

⑴ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を削除する． ◆参照 → ５．６

ただし，ＣＯＰＹ句環境の移行作業に必要な環境は削除しない．

⑵ ＤＢＳＰのインストールを行う． ◆参照 → ９

⑶ 旧Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境の移行作業を行う． ◆参照 → ５．７

５．４．２ プロジェクトのＣＯＰＹ句環境を流用しない場合

以下に示す手順でインストールを行う．

⑴ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を全て削除する． ◆参照 → ５．６

⑵ ＤＢＳＰのインストールを行う． ◆参照 → ９

６



５．５ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２４ ～ Ｖ３３Ｌ１０ からの移行

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境のうちプロジェクト環境は，移行作業を行うことで流用できる．

５．５．１ プロジェクト環境を流用する場合

以下に示す手順でインストールを行う．

⑴ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を削除する． ◆参照 → ５．６

ただし，プロジェクト環境の移行作業に必要な環境は削除しない．

⑵ 移行作業に使用する旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を改名する． ◆参照 → ５．８．１

⑶ ＤＢＳＰのインストールを行う． ◆参照 → ９

ただし，旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境と同じ名前でインストールを行うこと．

また，作成するメッセージファイルも旧Ｖ／Ｌ と同じ名前にすること．

⑷ 旧Ｖ／Ｌ のプロジェクト環境の移行作業を行う． ◆参照 → ５．８．２

５．５．２ プロジェクト環境を流用しない場合

以下に示す手順でインストールを行う．

⑴ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を全て削除する． ◆参照 → ５．６

⑵ ＤＢＳＰのインストールを行う． ◆参照 → ９

７



５．６ 削除するデータセット

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を全て削除する場合には，表５．１ および表５．２ に示すデータセットを全て削除する．

以下に示す移行を行う場合が該当する．

－ システム移行を伴う場合

－ ＡＩＭ 環境のＶ／Ｌ 移行を伴う場合

－ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２０ 以前からの移行

－ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２１ ～ Ｖ３０Ｌ２３ からの移行で，プロジェクトのＣＯＰＹ句環境を流用しない場合

－ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２４ ～ Ｖ３３Ｌ１０ からの移行で，プロジェクト環境を流用しない場合

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を流用する場合には，移行作業に必要なデータセット以外を削除する．

以下に示す移行を行う場合が該当する．

－ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２１ ～ Ｖ３０Ｌ２３ からの移行で，プロジェクトのＣＯＰＹ句環境を流用する場合

表５．１ に示すデータセットは全て削除する．

表５．２ に示すデータセットは以下に示すデータセット以外を削除する．

ａ）項番１のデータセット

ｂ）項番２のデータセットのうち，プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＣＯＰＹ環境識別名

－ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２４ ～ Ｖ３３Ｌ１０ からの移行で，プロジェクト環境を流用する場合

表５．１ に示すデータセットは項番１，２以外を削除する．

表５．２ に示すデータセットは削除しない．

表５．１ 削除対象となるデータセット名一覧（標準提供）

項番 データセット名 内 容 備 考

１ ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ ロードモジュール

２ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ ＤＢＳＰマスタファイル

３ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＥＮＵ メニュー定義体（Ａ／Ｎ）

４ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＥＮＵ メニュー定義体（ＪＥＦ）

５ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ ＰＳメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

６ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ．ＩＳＡＭ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ） ＰＳメッセージファイル（Ａ／Ｎ） を
または ＶＳＡＭ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭに変換

７ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ ＰＳメッセージファイル（ＪＥＦ）

８ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ．ＩＳＡＭ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ） ＰＳメッセージファイル（ＪＥＦ） を
または ＶＳＡＭ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭに変換

９ ＤＢＳＰ．ＣＯＰＹ ＣＯＰＹ句ライブラリ

１０ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル

【注意事項】

ａ）項番３，４，５，６，７，８ はバージョン・レベルにより命名が異なっている．

標準提供されたデータセット名は，旧Ｖ／Ｌ のソフトウェア説明書やインストールの担当者に確認す

る．

ｂ）項番５，７ のＰＳメッセージファイルは，項番６，８ のＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイルに変換後は不

要となるため，すでに削除されている場合もある．

ｃ）項番９ のＣＯＰＹ句ライブラリは，Ｖ２０Ｌ２２以前のバージョン・レベルでのみ存在する．

８



ｄ）項番１０のＷｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルは，Ｖ３３Ｌ１０以降でＷｅｂ 連携機能を使用している場合に存在

する．

表５．２ 削除対象となるデータセット名一覧（環境セットアップ後に生成される）

項番 データセット名 内 容 備 考

１ プロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ プロジェクトごとのマスタファイル

２ プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＸＸＸＸＸＸＸＸ 各種の管理ファイル ＸＸＸＸＸＸＸＸは， ＡＤＬＣＮＴＬ，
ＤＢＦＭＴＴＢＬ，ＤＢＡＣＳＴＢＬ，ＤＢ
ＵＴＹＬＩＢ，ＲＡＣＶＴＴＢＬ，環境
識別名などがある．

３ プロジェクト名．ＤＢＳＰＶＸＸ．ＬＯＡＤ 更新系システムメインロードモジュール ＸＸはＶ／Ｌ により異なる
数字である．Ｖ３０Ｌ２１以
降は３１となっている．

４ ユーザＩＤ．ＤＢＳＰ．ＸＸＸＸＸＸＸＸ 各種ワークファイル

５ プロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡＷＥＢ プロジェクトごとのＷｅｂ 連携用マスタフ
ァイル

６ プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤＷＥＢ Ｗｅｂ 連携用メインロードモジュール

７ ユーザＩＤ．ＷＫ．ＤＢＳＰ．ＸＸＸＸＸＸＸＸ Ｗｅｂ 連携用の各種ワークファイル

８ ユーザＩＤ．ＤＢＳ．Ｌｙｙｍｍｄｄ．Ｔｈｈｍｍ Ｗｅｂ 連携用のログファイル ｙｙｍｍｄｄは年月日，ｈｈｍｍ
は時分

【注意事項】

ａ）項番１ ～３，５，６ がプロジェクト環境である．

ｂ）項番２ において，ＸＸＸＸＸＸＸＸが環境識別名のデータセットが，ＣＯＰＹ句，ＹＰＳ 構造体環境である．

ｃ）項番２ ～４，７，８ に示すデータセット名は，ＬＩＳＴＣＡＴ コマンド， またはＶＴＯＣ情報により確認する．

ｄ）項番５ ～８ のデータセットは，Ｖ３３Ｌ１０以降でＷｅｂ 連携機能を使用している場合に存在する．

９



５．７ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２１ ～ Ｖ３０Ｌ２３ からの移行：旧Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境の移行作業

５．７．１ ＣＯＰＹ句環境の移行手順

ＤＢＳＰのインストール完了後に，ＣＯＰＹ句環境を流用する各プロジェクトに対して，以下に示す⑴～⑸の作業

を行う．

⑴ ＣＯＰＹ句環境情報の退避

旧Ｖ／Ｌ のプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡのメンバのうち，＠ＣＯＰＹ および名称がＣＯＰＹ環境識別名のものを

退避する．

⑵ プロジェクトの再環境セットアップ

旧Ｖ／Ｌ のプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡを削除し，再環境セットアップを行う．

ただし，以下に示す項目は旧Ｖ／Ｌ と同じにすること．

－ プロジェクト名

－ 選択するスキーマ

⑶ ＣＯＰＹ句環境情報の復元

退避していたメンバ：＠ＣＯＰＹ および名称がＣＯＰＹ環境識別名のものを，⑵の再環境セットアップで作成

されたプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡに複写（置換）する．

⑷ ＣＯＰＹ句環境のコンバート

ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイル（注１）のコンバートプログラムを使用して，旧

Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境をコンバートする．

コンバートプログラムのジョブ制御文は，ＤＢＳＰマスタファイルの＠ＣＶＴＯＬ２４（◆参照 → ９．５（１））

で提供している．

コンバート時には，旧Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境が別名で退避される．（注２）

ＣＯＰＹ句環境が複数存在する場合は，ＣＯＰＹ句環境ごとにコンバートプログラムを実行する必要がある．

注１）ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイル：プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＣＯＰＹ環境識別名

注２）プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＣＯＰＹ環境識別名 → プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＣＯＰＹ環境識別名．ＯＬＤ

⑸ 移行作業で使用した旧Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境の削除

コンバートが正常に終了した場合には，退避されている旧Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境を削除する．
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５．８ ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２４ ～ Ｖ３３Ｌ１０ からの移行：旧Ｖ／Ｌ のプロジェクト環境の移行作業

５．８．１ 移行作業に使用する旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境の改名

旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境のデータセット名を改名する．

－ ＤＢＳＰロードモジュール （データセット名：ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ ）

－ ＤＢＳＰマスタファイル （データセット名：ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ ）

改名例： （改名前） （改名後）

ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ．ＯＬＤ

ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ．ＯＬＤ

５．８．２ プロジェクト環境の移行手順

ＤＢＳＰのインストール完了後に，以下に示す⑴～⑵の作業を行う．

⑴ プロジェクト管理情報のコンバート

５．８．１ 項で改名した旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰマスタファイルからプロジェクト管理情報（注）を，コンバートプ

ログラムを使用して，新たにインストールしたＤＢＳＰマスタファイルにコンバートする．

コンバートプログラムのジョブ制御文は，ＤＢＳＰマスタファイルの＠ＣＯＮＶＥＲＴ（◆参照 → ９．５ （１８））

で提供している．

注）プロジェクト管理情報：ＤＢＳＰマスタファイルの＠ＰＲＯＪＥＣＴ

⑵ 移行作業で使用した旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境の削除

コンバートが正常に終了した場合には，改名した旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰ環境を削除する．

【プロジェクト環境の移行を行った場合の注意事項】

－ Ｖ３０Ｌ２４からの移行

⒜ プロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ（ＤＢＵＰＤＡＴＥ）のＷＲＩＴＥ 文にＶ／Ｌ 情報が存在する．

したがって，ＤＢＵＰＤＡＴＥ起動時にはＷＲＩＴＥ 文の旧Ｖ／Ｌ が画面に出力される．

ただし，更新・表示のメニュー画面には実際に動作しているＶ／Ｌ が表示される．

ＤＢＵＰＤＡＴＥのＷＲＩＴＥ 文のＶ／Ｌ 情報はＤＢＳＰの機能には影響しないため，必要に応じて修正する．

⒝ 以下に示す機能を使用するためには，プロジェクトの再環境セットアップを行う必要があ

る．

・ ＹＰＳ 構造体の環境セットアップ（Ｖ３１Ｌ１０で機能追加） ◆参照 → ４．２．１

・ 一括更新処理（Ｖ３１Ｌ２１でＤＡＴＡＴＯＯＬ連携をサポート） ◆参照 → ４．４．１

ただし，一括更新処理はプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡのＤＢＣＲＥＡＴＥを修正することで，再環境

セットアップを行わずに使用できる．

ＤＢＣＲＥＡＴＥの修正方法を以下に示す．

① リージョンサイズに３０７２Ｋ 以上を指定

② 実行パラメタの変更：’Ｘ＊Ｆ＊Ｘ’ → ’Ｘ＊Ｆ＊プロジェクト名’

③ ＤＤ文を追加：ＪＳＭＹＬＯ０１ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊

④ ＪＯＢＬＩＢにＤＡＴＡＴＯＯＬのロードモジュールを追加（ＤＡＴＡＴＯＯＬ連携を行う場合）
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修正例：下線が修正箇所

：
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＰＲＪ００１．ＤＢＳＰＶ３１．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＡＴＡＴＯＯＬ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ

：
／／ＤＢＣＲＥＡＴＥ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＢＭ０１，ＲＥＧＩＯＮ＝３０７２Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’Ｘ＊Ｆ＊ＰＲＪ００１’

：
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＪＳＭＹＬＯ０１ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／

－ Ｖ３１Ｌ１０からの移行

⒜ プロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ（ＤＢＵＰＤＡＴＥ）のＷＲＩＴＥ 文にＶ／Ｌ 情報が存在する．

したがって，ＤＢＵＰＤＡＴＥ起動時にはＷＲＩＴＥ 文の旧Ｖ／Ｌ が画面に出力される．

ただし，更新・表示のメニュー画面には実際に動作しているＶ／Ｌ が表示される．

ＤＢＵＰＤＡＴＥのＷＲＩＴＥ 文のＶ／Ｌ 情報はＤＢＳＰの機能には影響しないため，必要に応じて修正する．

⒝ 以下に示す機能を使用するためには，プロジェクトの再環境セットアップを行う必要があ

る．

・ 一括更新処理（Ｖ３１Ｌ２１でＤＡＴＡＴＯＯＬ連携をサポート） ◆参照 → ４．４．１

ただし，一括更新処理はプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡのＤＢＣＲＥＡＴＥを修正することで，再環

境セットアップを行わずに使用できる．

ＤＢＣＲＥＡＴＥの修正方法は，“Ｖ３０Ｌ２４からの移行”を参照されたい．

⒞ ＹＰＳ 構造体の環境セットアップにおいて，エラーが発生した場合には，不要な環境ファイル

を削除するように修正されている．この修正を適用する場合，以下のどちらかを行う．

・ 再環境セットアップ

・ ＤＢＳＰマスタファイルの＠ＪＣＬ４ をプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡに上書き複写

－ Ｖ３１Ｌ２０～Ｖ３３Ｌ１０からの移行

⒜ ＹＰＳ 構造体の環境セットアップにおいて，エラーが発生した場合には，不要な環境ファイル

を削除するように修正されている．この修正を適用する場合，以下のどちらかを行う．

・ 再環境セットアップ

・ ＤＢＳＰマスタファイルの＠ＪＣＬ４ をプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡに上書き複写
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６．ソフトウェア組合せ条件

このソフトウェアを使用するときに必要な関連ソフトウェアは以下のとおりである．

表６．１ ソフトウェア組合せ条件

必 要 条 件
ソフトウェア名 適用Ｖ／Ｌ 備 考

必須 オプション

ＡＦＩＩ １０／１０以降 ○

ＡＩＭ／ＤＢ １２／３０，
２０／１０以降 ○

ＣＯＢＯＬ８５ １２／１０以降 ○

ＩＰＦ １０／２１以降 ○ 緊急修正№ＡＬ２７９４５が吸収されていること

ソートマージ １０／３０以降 ○

ＧＥＭ １０／３０以降 ○ ＡＤＬソースライブラリ，ＣＯＰＹ句ライブラリ
またはＹＰＳインクルード仕様書がＧＥＭ の場
合

ＡＤＪＵＳＴ １０／５０以降 ○ 日本語を使用する場合
Ｖ１０Ｌ５０使用時はＰＴＦ Ｌ８９０６１以降にする
（ＤＡＴＡＴＯＯＬ連携時は必須）

ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ １１／１０以降 ○ ＹＰＳ構造体環境セットアップを行う場合

ＰＦＤ １０／３０以降 ○

ＪＥＦ 基本辞書 ０１／９２以降 ○ 日本語使用時（ＤＡＴＡＴＯＯＬ連携時は必須）

ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＡＴＡＴＯＯＬ ２２／１０以降 ○ 一括更新処理のＤＡＴＡＴＯＯＬ連携を使用する
場合

［補足事項］

Ｗｅｂ 連携機能を使用する場合の必要関連ソフトウェアについては，ＣＤ－ＲＯＭ内に格納されているソフトウェ

ア説明書の“ソフトウェア組合せ条件”を参照されたい．
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７．提供媒体形式と内容

このソフトウェアで提供される媒体の内容は，表７．１ から表７．２ に示すとおりである．

また，Ｗｉｎｄｏｗｓ 上で使用するＷｅｂ 連携機能はＣＤ－ＲＯＭで提供する．

Ｗｅｂ 連携機能の提供媒体内容については，ＣＤ－ＲＯＭに格納されているソフトウェア説明書の“製品構成”を

参照されたい．

表７．１ 提供媒体形式

ラベル形式 ボリューム通し番号 データセット数 巻 数

ＳＬ ＤＢＳＰ３３ １０ １

表７．２ 提供媒体内容

格納 データセット名 内 容
順番

１ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲＡ ＤＢＳＰマスタファイル（ＡＩＭ Ｖ１２ 用）

２ ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ ロードモジュール

３ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＥＮＵ メニュー定義体（Ａ／Ｎ）

４ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＥＮＵ メニュー定義体（ＪＥＦ）

５ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ ＰＳメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

６ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ ＰＳメッセージファイル（ＪＥＦ）

７ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ ＤＢＳＰマスタファイル（ＡＩＭ Ｖ２０ 用）

８ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢＡ Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル（ＡＩＭ Ｖ１２ 用）

９ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル（ＡＩＭ Ｖ２０ 用）

１０ ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ２ ロードモジュール２

【注意事項】

ａ）格納順番１ はＡＩＭ Ｖ１２ 環境でＤＢＳＰを使用する場合

ｂ）格納順番７ はＡＩＭ Ｖ２０ 環境でＤＢＳＰを使用する場合

ｃ）格納順番８ はＷｅｂ 連携機能をＡＩＭ Ｖ１２ 環境で使用する場合

ｄ）格納順番９ はＷｅｂ 連携機能をＡＩＭ Ｖ２０ 環境で使用する場合

ｅ）格納順番１０はユーザ出口のレコード内容長を３２６３２ バイトにする場合
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８．ＤＡＳＤ所要量

このソフトウェアのインストレーションを完了したときのＤＡＳＤ所要量の見積りは表８．１ に示すとおりである．

表８．１ ＤＡＳＤ所要量
単位は各々次のとおり
レコード長，ブロック長：バイト
ディレクトリ：ブロック
ＤＡＳＤ所要量：トラックまたはシリンダ（単位省略部分はトラック）

データセット名 データセット形式 算 出 式
項 レコード形式

レコード長 備 考
番 変更 ブロック長 ディレ ＤＡＳＤ所要量

標準名 可否 クトリ
Ｆ６４２１ Ｆ６４２５

１ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ 可 区分編成 ２０ ７５ ５０ 更新が頻繁におこなわれるため
ＦＢ 実際の使用量よりも大きめに割
８０ り当てを行う．

３１２０ ＡＩＭ Ｖ１２ 用， ＡＩＭ Ｖ２０ 用共通

２ ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ 可 区分編成 ４５ １５０ １００
Ｕ

６１４４

３ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＥＮＵ 可 区分編成 １０ ７５ ５０
ＦＢ
２５５
２５５０

４ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＥＮＵ 可 区分編成 １０ ７５ ５０
ＦＢ
２５５
２５５０

５ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ 可 順編成 ２ １ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭのメッセージフ
ＦＢ ァイル作成後は不要．
１６０
３２００

６ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ 可 順編成 ２ １ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭのメッセージフ
ＦＢ ァイル作成後は不要．
１６０
３２００

７ ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ． 可 ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭ １ ＣＹＬ １ ＣＹＬ メッセージファイル作成ジョブ
ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭ ＦＢ で作成する．

１６０
３２００ １ １ 上段：ＩＳＡＭ

下段：ＶＳＡＭ

８ ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ． 可 ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭ １ ＣＹＬ １ ＣＹＬ メッセージファイル作成ジョブ
ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭ ＦＢ で作成する．

１６０
３２００ １ １ 上段：ＩＳＡＭ

下段：ＶＳＡＭ

９ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ 可 区分編成 ５ ８ ５ Ｗｅｂ 連携機能を使用する場合
ＦＢ ＡＩＭ Ｖ１２ 用， ＡＩＭ Ｖ２０ 用共通
８０

３１２０
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９．インストレーションの手引

このソフトウェアをインストールするための手順を説明する．

インストール手順は以下のフローどおり実施する．数字は，以降に示す章・節を表す．

９．１ ＤＢＳＰマスタファイルのローディング

９．２ ＤＢＳＰマスタファイルの一括修正

（９．２ は省略可能）

９．３ インストール用ジョブ制御文の実行

９．４ メッセージファイルの作成

９．５ ＤＢＳＰマスタファイルの確認／修正

９．６ ＤＢＳＰの稼動確認

インストレーション完了
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９．１ ＤＢＳＰマスタファイルのローディング

９．１．１ ＤＢＳＰマスタファイル

９．１．１．１ 磁気テープ媒体からのローディング

図９．１ に示す磁気テープ媒体のＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文を作成し，最初にＤＢＳＰマ

スタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ） のみをローディングする．

下線部は修正箇所である．修正箇所の内容を以下に示す．

① ＤＢＳＰマスタファイル

② ＤＢＳＰマスタファイルを割り当てるボリューム通し番号と容量など

注）ＡＩＭ Ｖ１２ 環境の場合：ラベル０１のＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲＡ）

ＡＩＭ Ｖ２０ 環境の場合：ラベル０７のＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ）

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊＊＊＊＊＊＊＊ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ ＩＮＳＴＡＬＬ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ，ＬＡＢＥＬ＝（０７，ＳＬ）， （注）
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ）， ①
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＵＳＲ７１０，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０，２０）），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ ②
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／

図９．１ 磁気テープ媒体のＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文例

９．１．１．２ ＤＶＤ 媒体からのローディング

図９．２ に示すＤＶＤ 媒体のＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文を作成し，最初にＤＢＳＰマスタフ

ァイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ） のみをローディングする．

下線部は修正箇所である．修正箇所の内容を以下に示す．

① ＤＢＳＰマスタファイル

② ＤＢＳＰマスタファイルを割り当てるボリューム通し番号と容量など

注）ＡＩＭ Ｖ１２ 環境の場合：ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲＡ）

ＡＩＭ Ｖ２０ 環境の場合：ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ）

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊＊＊＊＊＊＊＊ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ ＩＮＳＴＡＬＬ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ， （注）
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ）， ①
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＵＳＲ７１０，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０，２０）），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ ②
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／

図９．２ ＤＶＤ 媒体のＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文例

【注意事項】

ＤＶＤ 媒体の内容はＤＡＳＤに転送されていることが前提である．ＤＶＤ 媒体からＤＡＳＤへの転送については，

ＤＶＤ 適用手順書を参照されたい．
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９．１．２ Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル（Ｗｅｂ 連携機能を使用する場合）

９．１．２．１ 磁気テープ媒体からのローディング

図９．３ に示す磁気テープ媒体のＷｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文を作成し，Ｗｅｂ

連携用ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ）をローディングする．

Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルのローディング後に行う修正作業などは，ＣＤ－ＲＯＭ内に格納されているオン

ラインマニュアルの「Ｗｅｂ 連携用環境セットアップ」を参照されたい．

下線部は修正箇所である．修正箇所の内容を以下に示す．

① Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル

② Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルを割り当てるボリューム通し番号と容量など

注）ＡＩＭ Ｖ１２ 環境の場合：ラベル０８のＷｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢＡ）

ＡＩＭ Ｖ２０ 環境の場合：ラベル０９のＷｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ）

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊＊＊＊＊＊＊＊ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ ＩＮＳＴＡＬＬ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ，ＬＡＢＥＬ＝（０９，ＳＬ）， （注）
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ）， ①
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＵＳＲ７１０，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，２，５）），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ ②
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／

図９．３ 磁気テープ媒体のＷｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文例

９．１．２．２ ＤＶＤ 媒体からのローディング

図９．４ に示すＤＶＤ 媒体のＷｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文を作成し，Ｗｅｂ 連携

用ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ）をローディングする．

Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルのローディング後に行う修正作業などは，ＣＤ－ＲＯＭ内に格納されているオン

ラインマニュアルの「Ｗｅｂ 連携用環境セットアップ」を参照されたい．

下線部は修正箇所である．修正箇所の内容を以下に示す．

① Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル

② Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルを割り当てるボリューム通し番号と容量など

注）ＡＩＭ Ｖ１２ 環境の場合：Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢＡ）

ＡＩＭ Ｖ２０ 環境の場合：Ｗｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ）

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊＊＊＊＊＊＊＊ ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ ＩＮＳＴＡＬＬ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ， （注）
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＷＥＢ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ）， ①
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＵＳＲ７１０，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，２，５）），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ ②
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／

図９．４ ＤＶＤ 媒体のＷｅｂ 連携用ＤＢＳＰマスタファイルローディング用ジョブ制御文例

【注意事項】

ＤＶＤ 媒体の内容はＤＡＳＤに転送されていることが前提である．ＤＶＤ 媒体からＤＡＳＤへの転送については，

ＤＶＤ 適用手順書を参照されたい．
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９．２ ＤＢＳＰマスタファイルの一括修正

ＤＢＳＰマスタファイルに存在するジョブ制御文，コマンドプロシジャなど，利用者が内容を変更しなければ

ならないメンバをＴＳＳ のＥＤＩＴ機能によって一括修正する． ◆参照 → ９．３， ９．４， ９．５

なお，一括修正を省略し，“９．３ インストール用ジョブ制御文の実行”より実施することも可能である．

ＤＢＳＰマスタファイルの一括修正を行う場合は，ＤＢＳＰマスタファイルのメンバ：＠ＣＨＧＡＬＬ１および＠ＣＨＧＡＬＬ２を

以下の手順で実行する．

⑴ ＠ＣＨＧＡＬＬ１の修正，保存，実行（注）

⑵ ＠ＣＨＧＡＬＬ２の修正（＠ＣＨＧＡＬＬ１による修正の確認を含む），保存，実行（注）

注）＠ＣＨＧＡＬＬ１，＠ＣＨＧＡＬＬ２および一括修正対象の各メンバを同一データセットで提供しているため，

＠ＣＨＧＡＬＬ１または＠ＣＨＧＡＬＬ２の修正，保存後はＤＢＳＰマスタファイルの使用をいったん終了し，コマ

ンドラインまたはＲＥＡＤＹ 状態から実行する．（ＤＢＳＰマスタファイルの＠ＣＨＧＡＬＬ１または＠ＣＨＧＡＬＬ２

から直接実行すると，データセット使用中となり変換後の保存ができない．）

９．２．１ ジョブ制御文 （＠ＣＨＧＡＬＬ１） の修正

図９．５ に示すジョブ制御文 （＠ＣＨＧＡＬＬ１） を修正する．

図９．５ の下線部および括弧付き数字は修正箇所であり，括弧付き数字は説明の番号に対応する．また，ＪＯＢ

文を利用者の環境に合わせて修正する．

なお，利用者側で置換不要と判断する文字列がある場合は該当のＣＨＡＮＧＥコマンドを削除する．

（１） ＤＢＳＰマスタファイル

（２） ＤＢＳＰで使用するデータセットのボリューム通し番号

（３） ＤＢＳＰのロードモジュール

（４） メニュー定義体（Ａ／Ｎ）

（５） メニュー定義体（ＪＥＦ）

（６） ＰＳメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

（７） ＰＳメッセージファイル（ＪＥＦ）

（８） ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ（注）

（９） ９．４ 項で作成するＩＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

（１０） ９．４ 項で作成するＩＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ）

（１１） ユーザカタログ（マスタカタログで管理する場合は不要）

（１２） ９．４ 項で作成するＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

（１３） ９．４ 項で作成するＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ） のデータ部

（１４） ９．４ 項で作成するＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ） のインデックス部

（１５） ９．４ 項で作成するＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ）

（１６） ９．４ 項で作成するＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ） のデータ部

（１７） ９．４ 項で作成するＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ） のインデックス部

（１８） ＤＢＳＰマスタファイル

（１９） ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ 用外部構文定義仕様書データセット

（２０） ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ 用外部日本語名標宣言仕様書データセット

（２１） ＩＰＦ ルーチンライブラリ（注）

（２２） ＧＥＭ ロードモジュールライブラリ（注）

（２３） ＡＩＭ ロードモジュールライブラリ（注）
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（２４） ＡＤＪＵＳＴルーチンライブラリ（注）

（動的結合用のトランジェントライブラリを指定すること）

（２５） ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＡＴＡＴＯＯＬ ロードモジュール（一括更新処理でＤＡＴＡＴＯＯＬ連携を行う場合に指定）

（２６） ＡＩＭ ディレクトリデータセット

（２７） ＣＯＢＯＬ８５ コンパイラ（注）

（２８） ＳＯＲＴロードモジュールライブラリ（注）

（２９） ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ コンパイラ（注）

（３０） 変換対象のＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイル（＠ＣＶＴＯＬ２４を使用する場合に指定）

（３１） ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ 用イメージライブラリ

（３２） 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰマスタファイル（改名後）（＠ＣＯＮＶＥＲＴを使用する場合に指定）

（３３） 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰロードモジュール（改名後）（＠ＣＯＮＶＥＲＴを使用する場合に指定）

注）認定ライブラリとなっている場合は，任意の非認定ライブラリ（ＤＢＳＰのロードモジュールなど）

を指定する．なお，認定ライブラリの詳細は“システムプログラミング手引書 タスク管理編”

を参照されたい．

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ マスタファイル一括修正 ジョブ制御文１ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＨＧ１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＥＱＥＦＴ０１，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／ＳＹＳＴＳＰＲＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＴＳＩＮ ＤＤ ＊
ＥＤＩＴ ’（１）ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（＠ＣＨＧＡＬＬ２）’ ＯＬＤ ＣＮＴＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＶ０１＃／（２）ＶＯＬＵＭＥ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０１＃／（３）ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０２＃／（４）ＤＢＳＰ．ＡＮＭＥＮＵ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０３＃／（５）ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＥＮＵ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０４＃／（６）ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０５＃／（７）ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０６＃／（８）ＳＹＳ１．ＣＯＢＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０７＃／（９）ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ．ＩＳＡＭ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０８＃／（１０）ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ．ＩＳＡＭ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０９＃／（１１）ＵＳＥＲ．ＵＣＡＴ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１０＃／（１２）ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ．ＶＳＡＭ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１１＃／（１３）ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ．ＤＡＴＡ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１２＃／（１４）ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ．ＩＤＸ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１３＃／（１５）ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ．ＶＳＡＭ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１４＃／（１６）ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ．ＤＡＴＡ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１５＃／（１７）ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ．ＩＤＸ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１６＃／（１８）ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１７＃／（１９）ＹＰＳ．ＹＳＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１８＃／（２０）ＹＰＳ．ＹＪＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ１９＃／（２１）ＳＹＳ１．ＩＰＦ．ＬＩＮＫＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２０＃／（２２）ＰＰ１．ＬＩＮＫＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２１＃／（２３）ＡＩＭ１．ＬＩＮＫＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２２＃／（２４）ＳＹＳ１．ＡＤＪ．ＬＩＮＫＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２３＃／（２５）ＤＡＴＡＴＯＯＬ．ＬＯＡＤ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２４＃／（２６）ＡＩＭ１．ＤＲＣＴＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２５＃／（２７）ＳＹＳ１．ＣＯＢ．ＬＩＮＫＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２６＃／（２８）ＰＰ１．ＬＩＮＫＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２７＃／（２９）ＳＹＳ１．ＹＰＳ．ＬＩＮＫＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２８＃／（３０）ＤＢＳＰ．ＡＮＡＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ２９＃／（３１）ＹＰＳ．ＩＭＡＧＥＬＩＢ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ３０＃／（３２）ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ．ＯＬＤ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ３１＃／（３３）ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ．ＯＬＤ／ＡＬＬ
ＥＮＤ ＳＡＶＥ
／＊
／／

図９．５ ＤＢＳＰマスタファイルの一括修正用ジョブ制御文 ：＠ＣＨＧＡＬＬ１
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＠ＣＨＧＡＬＬ１の修正例を以下に示す．

︰
ＥＤＩＴ ’（１）ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（＠ＣＨＧＡＬＬ２）’ ＯＬＤ ＣＮＴＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＶ０１＃／（２）ＶＯＬＵＭＥ／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０１＃／（３）ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ／ＡＬＬ

︰
↓

︰
ＥＤＩＴ ’Ｕ００６００．ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（＠ＣＨＧＡＬＬ２）’ ＯＬＤ ＣＮＴＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＶ０１＃／ＶＯＬ１００／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ／＃ＤＳＮ０１＃／Ｕ００６００．ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ／ＡＬＬ

︰

９．２．２ ジョブ制御文 （＠ＣＨＧＡＬＬ２） の修正

図９．６ にジョブ制御文 （＠ＣＨＧＡＬＬ２） を示す．

＃で囲まれた文字列は，＠ＣＨＧＡＬＬ１の実行によって指定した文字列に置換される．

文字列が正常に置換されているか確認し，必要があれば更に変更を加える．また，ＪＯＢ 文を利用者の環境

に合わせて修正する．

なお，＠ＣＨＧＡＬＬ１においてＣＨＡＮＧＥコマンドを削除して実行した場合，＠ＣＨＧＡＬＬ２においても＃で囲まれた文字

列が残っているＣＨＡＮＧＥコマンドを削除する．

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ マスタファイル一括修正 ジョブ制御文２ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＨＧ２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＥＱＥＦＴ０１，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／ＳＹＳＴＳＰＲＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＴＳＩＮ ＤＤ ＊
ＥＤＩＴ ’＃ＤＳＮ１６＃（ＩＮＳＴＡＬＬ）’ ＋
ＯＬＤ ＣＮＴＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＶ０１＠／＃ＤＳＶ０１＃／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ０１＠／＃ＤＳＮ０１＃／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ０２＠／＃ＤＳＮ０２＃／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ０３＠／＃ＤＳＮ０３＃／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ０４＠／＃ＤＳＮ０４＃／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ０５＠／＃ＤＳＮ０５＃／ＡＬＬ
ＥＮＤ ＳＡＶＥ

～ ～

～ ～
ＥＤＩＴ ’＃ＤＳＮ１６＃（＠ＤＥＬＥＴＥ）’ ＋
ＯＬＤ ＣＮＴＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ１６＠／＃ＤＳＮ１６＃／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ０１＠／＃ＤＳＮ０１＃／ＡＬＬ
ＣＨＡＮＧＥ １ ９９９９９９９９ ＋
／＠ＤＳＮ０６＠／＃ＤＳＮ０６＃／ＡＬＬ
ＥＮＤ ＳＡＶＥ
／＊
／／

図９．６ ＤＢＳＰマスタファイルの一括修正用ジョブ制御文 ：＠ＣＨＧＡＬＬ２
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９．３ インストール用ジョブ制御文の実行

９．３．１ 磁気テープ媒体からのインストール

ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ） をローディング後，図９．７ に示すインストール用ジョブ制御文を実行

する．このジョブ制御文は，ＤＢＳＰマスタファイルのメンバ：ＩＮＳＴＡＬＬ である．

図９．７ に示す下線部は，修正箇所である．修正箇所の内容を以下に示す．

① ＤＢＳＰのロードモジュール

② メニュー定義体（Ａ／Ｎ）

③ メニュー定義体（ＪＥＦ）

④ ＰＳメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

⑤ ＰＳメッセージファイル（ＪＥＦ）

⑥ データセットを割り当てるボリューム通し番号と容量など

なお，＠で囲まれた文字列は一括修正の実行によって指定した文字列に置換される．文字列が正常に置換

されているか確認し，必要があれば更に変更を加える．

【注意事項】

ユーザ出口のレコード内容長を３２６３２ バイトにする場合，（注）の／／を／／＊ に修正すること．

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｘ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／＊＊＊＊＊ ＬＯＡＤ ＭＯＤＵＬＥ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ，ＬＡＢＥＬ＝（０２，ＳＬ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠， ①
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１２０，１０，５０），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊＊＊＊＊ Ａ／Ｎ ＭＥＮＵ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＡＮＭＥＮＵ，ＬＡＢＥＬ＝（０３，ＳＬ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０２＠， ②
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０，１０），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊＊＊＊＊ ＪＥＦ ＭＥＮＵ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０３ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＥＮＵ，ＬＡＢＥＬ＝（０４，ＳＬ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０３＠， ③
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０，１０），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊＊＊＊＊ Ａ／Ｎ ＭＥＳＳＡＧＥ ＦＩＬＥ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０４ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ，ＬＡＢＥＬ＝（０５，ＳＬ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０４＠， ④
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（２，１），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＤＣＢ＝（ＬＲＥＣＬ＝１６０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００，ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＤＳＯＲＧ＝ＰＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ

図９．７ インストール用ジョブ制御文 ：ＩＮＳＴＡＬＬ （続く）
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／＊＊＊＊＊ ＪＥＦ ＭＥＳＳＡＧＥ ＦＩＬＥ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０５ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ，ＬＡＢＥＬ＝（０６，ＳＬ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０５＠， ⑤
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（２，１），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＤＣＢ＝（ＬＲＥＣＬ＝１６０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００，ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＤＳＯＲＧ＝ＰＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／ （注）
／＊＊＊＊＊ ユーザ出口のレコード内容長を３２６３２バイトにする場合 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／＊＊＊＊＊ ＬＯＡＤ ＭＯＤＵＬＥ ２ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０６ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮＰＵＴ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ２，ＬＡＢＥＬ＝（１０，ＳＬ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＢＳＰ３３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＯＵＴＰＵＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ ①
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＣＯＰＹ ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴＰＵＴ，ＩＮＤＤ＝（（ＩＮＰＵＴ，Ｒ））
ＳＥＬＥＣＴ ＭＥＭＢＥＲ＝ＪＳＭＤＸ３６０，ＪＳＭＤＸ３２０，ＪＳＭＤＦ０２０

／＊
／／

図９．７ インストール用ジョブ制御文 ：ＩＮＳＴＡＬＬ （続き）

９．３．２ ＤＶＤ 媒体からのインストール

ＤＢＳＰマスタファイル（ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ） をローディング後，図９．８ に示すインストール用ジョブ制御文を実行

する．このジョブ制御文は，ＤＢＳＰマスタファイルのメンバ：ＩＮＳＴＡＬＬ２である．

図９．８ に示す下線部は，修正箇所である．修正箇所の内容を以下に示す．

① ＤＢＳＰのロードモジュール

② メニュー定義体（Ａ／Ｎ）

③ メニュー定義体（ＪＥＦ）

④ ＰＳメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

⑤ ＰＳメッセージファイル（ＪＥＦ）

⑥ データセットを割り当てるボリューム通し番号と容量など

なお，＠で囲まれた文字列は一括修正の実行によって指定した文字列に置換される．文字列が正常に置換

されているか確認し，必要があれば更に変更を加える．

【注意事項】

ユーザ出口のレコード内容長を３２６３２ バイトにする場合，（注）の／／を／／＊ に修正すること．

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｘ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／＊＊＊＊＊ ＬＯＡＤ ＭＯＤＵＬＥ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ，
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠， ①
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１２０，１０，５０），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊＊＊＊＊ Ａ／Ｎ ＭＥＮＵ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＡＮＭＥＮＵ，
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０２＠， ②
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０，１０），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ

図９．８ インストール用ジョブ制御文 ：ＩＮＳＴＡＬＬ２（続く）
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／＊＊＊＊＊ ＪＥＦ ＭＥＮＵ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０３ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＥＮＵ，
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０３＠， ③
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０，１０），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊＊＊＊＊ Ａ／Ｎ ＭＥＳＳＡＧＥ ＦＩＬＥ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０４ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＡＮＭＳＧ，
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０４＠， ④
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（２，１），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＤＣＢ＝（ＬＲＥＣＬ＝１６０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００，ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＤＳＯＲＧ＝ＰＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊＊＊＊＊ ＪＥＦ ＭＥＳＳＡＧＥ ＦＩＬＥ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０５ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＪＥＦＭＳＧ，
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０５＠， ⑤
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（２，１），ＲＬＳＥ）， ⑥
／／ ＤＣＢ＝（ＬＲＥＣＬ＝１６０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００，ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＤＳＯＲＧ＝ＰＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑥
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／ （注）
／＊＊＊＊＊ユーザ出口のレコード内容長を３２６３２ バイトにする場合 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／＊＊＊＊＊ ＬＯＡＤ ＭＯＤＵＬＥ ２ ＲＥＳＴＯＲＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ０６ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮＰＵＴ ＤＤ ＤＳＮ＝ＤＢＳＰ．ＬＯＡＤ２，
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ
／／ＯＵＴＰＵＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ ①
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＣＯＰＹ ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴＰＵＴ，ＩＮＤＤ＝（（ＩＮＰＵＴ，Ｒ））
ＳＥＬＥＣＴ ＭＥＭＢＥＲ＝ＪＳＭＤＸ３６０，ＪＳＭＤＸ３２０，ＪＳＭＤＦ０２０

／＊
／／

図９．８ インストール用ジョブ制御文 ：ＩＮＳＴＡＬＬ２（続き）

９．４ メッセージファイルの作成

インストールを行ったＰＳメッセージファイルをＩＳＡＭまたはＶＳＡＭに変換することにより，メッセージファイ

ルを作成する．

ＩＳＡＭに変換するジョブ制御文は，図９．９ に示すＩＳＡＭメッセージファイル作成ジョブ制御文でありＤＢＳＰマス

タファイルのメンバ：ＩＳＦＧ である．

また，ＶＳＡＭに変換するジョブ制御文は，図９．１０に示すＶＳＡＭメッセージファイル作成ジョブ制御文であり，

ＤＢＳＰマスタファイルのメンバ：ＶＳＦＧ である．

ただし，ＣＫＤ－ＥＸコマンドサポートのファイル制御装置（Ｆ１７００Ｅなど）を使用の際は，ＶＳＡＭメッセージファ

イル作成ジョブ制御文を実行しなければならない．

図９．９ または図９．１０に示す下線部は修正箇所である．修正箇所の内容を以下に示す．

① ＤＢＳＰのロードモジュール

② ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ

③ インストール済みのＰＳメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

④ インストール済みのＰＳメッセージファイル（ＪＥＦ）

⑤ 作成するＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

⑥ 作成するＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ）

２４



⑦ 作成するメッセージファイルを割り当てるボリューム通し番号など

⑧ 作成するＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ） のインデックス部，データ部

⑨ 作成するＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ） のインデックス部，データ部

⑩ ユーザカタログ（マスタカタログで管理する場合は不要）

なお，＠で囲まれた文字列は一括修正の実行によって指定した文字列に置換される．文字列が正常に置換

されているか確認し，必要があれば更に変更を加える．

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｘ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＭＥＳＳＡＧＥ ＦＩＬＥ （ＩＳＡＭ） ＣＲＥＡＴＥ ＪＯＢ ’ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（ＩＳＦＧ）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＡＮＭＳＧ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＺＩＳＭ，ＰＡＲＭ＝ＮＥＷ
／／ＳＴＥＰＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ＩＮＦ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０４＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＭＳＧＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０７＠， ⑤
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＣＹＬ，（１）），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＩＳ，ＬＲＥＣＬ＝１６０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００，ＫＥＹＬＥＮ＝８，ＰＫＰ＝０），
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑦
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＪＥＦＭＳＧ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＺＩＳＭ，ＰＡＲＭ＝ＮＥＷ
／／ＳＴＥＰＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ＩＮＦ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０５＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ④
／／ＭＳＧＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０８＠， ⑥
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＣＹＬ，（１）），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＩＳ，ＬＲＥＣＬ＝１６０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００，ＫＥＹＬＥＮ＝８，ＰＫＰ＝０），
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝＠ＤＳＶ０１＠，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ，ＤＥＬＥＴＥ） ⑦
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／

図９．９ ＩＳＡＭメッセージファイル作成ジョブ制御文：ＩＳＦＧ

／／Ｕ００６００Ａ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｘ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６００ ＪＯＢ 文
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＭＥＳＳＡＧＥ ＦＩＬＥ （ＶＳＡＭ） ＣＲＥＡＴＥ ＪＯＢ ’ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（ＶＳＦＧ）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０９＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑩
／／ＤＥＦＣＬ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＱＣＡＭＳ，ＲＥＧＩＯＮ＝７６８Ｋ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＤＥＦ ＣＬＵＳＴＥＲ （ＮＡＭＥ（＠ＤＳＮ１０＠） － ⑤

ＩＮＤＥＸＥＤ ＫＥＹＳ（８ ０） －
ＵＮＩＱＵＥ ＶＯＬＵＭＥ（＠ＤＳＶ０１＠） ＴＲＡＣＫＳ（１ １） － ⑦
ＲＥＣＯＲＤＳＩＺＥ（１６０ １６０）） －

ＤＡＴＡ（ＮＡＭＥ（＠ＤＳＮ１１＠）） － ⑧
ＩＮＤＥＸ（ＮＡＭＥ（＠ＤＳＮ１２＠）） ⑧

ＤＥＦ ＣＬＵＳＴＥＲ （ＮＡＭＥ（＠ＤＳＮ１３＠） － ⑥
ＩＮＤＥＸＥＤ ＫＥＹＳ（８ ０） －
ＵＮＩＱＵＥ ＶＯＬＵＭＥ（＠ＤＳＶ０１＠） ＴＲＡＣＫＳ（１ １） － ⑦
ＲＥＣＯＲＤＳＩＺＥ（１６０ １６０）） －

ＤＡＴＡ（ＮＡＭＥ（＠ＤＳＮ１４＠）） － ⑨
ＩＮＤＥＸ（ＮＡＭＥ（＠ＤＳＮ１５＠）） ⑨

／／ＲＥＰＲＯ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＱＣＡＭＳ，ＲＥＧＩＯＮ＝７６８Ｋ
／／ＰＳＡＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０４＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＶＳＡＭＡＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１０＠，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ ⑤
／／ＰＳＪＥＦ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０５＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ④
／／ＶＳＡＭＪＥＦ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１３＠，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ ⑥
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＲＥＰＲＯ ＩＮＦＩＬＥ（ＰＳＡＮ） ＯＵＴＦＩＬＥ（ＶＳＡＭＡＮ）
ＲＥＰＲＯ ＩＮＦＩＬＥ（ＰＳＪＥＦ） ＯＵＴＦＩＬＥ（ＶＳＡＭＪＥＦ）

／／

図９．１０ ＶＳＡＭメッセージファイル作成ジョブ制御文：ＶＳＦＧ

２５



９．５ ＤＢＳＰマスタファイルの確認／修正

インストールを行ったＤＢＳＰマスタファイルに存在するジョブ制御文，コマンドプロシジャなど，利用者が

内容を変更しなければならないメンバの概要を表９．１ に示す．

（１） ～（１９）については，変更の詳細を説明し，対象メンバの内容と変更箇所を図９．１１～図９．２９に示す．

なお，＠で囲まれた文字列は一括修正の実行によって指定した文字列に置換される．文字列が正常に置換

されているか確認し，必要があれば更に変更を加える．

表９．１ ＤＢＳＰマスタファイルの変更概要（続く）

番号 メンバ名 概 要 内 容

（１） ＠ＣＶＴＯＬ２４ ＣＯＰＹ句環境コンバー ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルのコンバート
ト用ＪＣＬ 用ジョブ制御文

◆参照 → 図９．１１

（２） ＠ＪＣＬ 環境セットアップ用 環境セットアップにおいて，“ＤＢＳＰの環境生成メニュー画面”
ＪＣＬ でＥＮＴＥＲ キーを押下した時点で起動される．

◆参照 → 図９．１２

（３） ＠ＪＣＬ２ ＣＯＰＹ句環境セットア ＣＯＰＹ句環境セットアップにおいて，“ＣＯＰＹ句メンバ名の入力画
ップ用ＪＣＬ 面”でＥＮＴＥＲ キーを押下した時点で起動される．

◆参照 → 図９．１３

（４） ＠ＪＣＬ３ 印刷処理用ＪＣＬ 印刷処理において，“印刷の属性定義画面”でＰＦ３ キーを押下
した時点で起動される．

◆参照 → 図９．１４

（５） ＠ＪＣＬ４ ＹＰＳ 構造体環境セッ ＹＰＳ 構造体環境セットアップにおいて， “ＹＰＳ 構造体メンバ名
トアップ用ＪＣＬ の入力画面”でＥＮＴＥＲ キーを押下した時点で起動される．

◆参照 → 図９．１５

（６） ＠ＯＰＴＩＯＮ ＣＯＢＯＬ８５ 翻訳オプシ 環境セットアップにおけるスキーマおよびサブスキーマの解析，
ョン ＣＯＰＹ句環境セットアップにおけるＣＯＰＹ句の解析で使用されるＣＯＢＯＬ

８５翻訳オプション
◆参照 → 図９．１６

（７） ＠ＰＲＩＮＴ１ ユーティリティ処理 ユーティリティ処理を行った場合，環境セットアップを終了さ
結果印刷用ＪＣＬ せた時点で起動される．

◆参照 → 図９．１７

（８） ＠ＰＲＩＮＴ２ ログリスト印刷用 ログ収集を行った場合，データベース更新・表示を終了した時
ＪＣＬ 点で起動される．

◆参照 → 図９．１８

（９） ＠ＳＰＡＣＥＳ 環境セットアップ用 環境セットアップで割り当てられるファイルの容量
ファイル容量 ◆参照 → 図９．１９

（１０） ＠ＳＰＡＣＥＵ データベース更新・ データベース更新・表示で割り当てられるファイルの容量
表示用ファイル容量 ◆参照 → 図９．２０

（１１） ＠ＳＹＳＴＥＭ 必要ソフトウェアの ＤＢＳＰで必要なソフトウェアの定義
定義 ◆参照 → 図９．２１

（１２） ＠ＹＰＳＣＯＰＴ ＣＯＢＯＬ８５ 翻訳オプシ ＹＰＳ 構造体環境セットアップにおいて，ＹＰＳ 構造体の解析で使
ョン（ＹＰＳ 用） 用されるＣＯＢＯＬ８５ 翻訳オプション

◆参照 → 図９．２２

（１３） ＠ＹＰＳＹＯＰＴ ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ 翻訳オプ ＹＰＳ 構造体環境セットアップにおいて，ＹＰＳ 構造体の解析で使
ション 用されるＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ 翻訳オプション

◆参照 → 図９．２３

（１４） ＤＢＣＲＥＡＴＥ 一括更新処理用ＪＣＬ 一括更新処理用のジョブ制御文
◆参照 → 図９．２４

（１５） ＤＢＳＥＴＵＰ 環境セットアップ起 環境セットアップ起動用のコマンドプロシジャ
動用コマンドプロシ ◆参照 → 図９．２５
ジャ
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表９．１ ＤＢＳＰマスタファイルの変更概要（続き）

番号 メンバ名 概 要 内 容

（１６） ＤＢＵＰＤＡＴＥ データベース更新・ データベース更新・表示起動用のコマンドプロシジャ
表示起動用コマンド ◆参照 → 図９．２６
プロシジャ

（１７） ＰＲＯＦＩＬＥ プロフィール参照用 ＤＢＳＰのプロフィール参照用コマンドプロシジャ
コマンドプロシジャ ◆参照 → 図９．２７

（１８） ＠ＣＯＮＶＥＲＴ プロジェクト管理情 プロジェクト管理情報（＠ＰＲＯＪＥＣＴ）のコンバート用ジョブ制御文
報コンバート用ＪＣＬ ◆参照 → 図９．２８

（１９） ＠ＤＥＬＥＴＥ プロジェクト削除 プロジェクト削除処理用ジョブ制御文
用ＪＣＬ ◆参照 → 図９．２９

（２０） ＩＮＳＣＨＫＳＣ 稼動確認用提供スキ 稼動確認用の提供スキーマ
ーマ ◆参照 → ９．６

（２１） ＤＢＳＰＥＸＯＮ 会話処理ユーザ出口 会話処理ユーザ出口用のひな型ＣＯＢＯＬ ソース
ひな型ソース

（２２） ＤＢＳＰＥＸＢＴ バッチ処理ユーザ出 バッチ処理ユーザ出口用のひな型ＣＯＢＯＬ ソース
口ひな型ソース

環境セットアップを行うとプロジェクトマスタファイルが作成される．表９．１ の（４） ～（６） ，（８） ～（１４）

および（１６）はプロジェクトマスタファイルに複写され，その内容が使用される．
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（１） ＠ＣＶＴＯＬ２４（図９．１１）

ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルのコンバート用ジョブ制御文

ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２１ ～ Ｖ３０Ｌ２３ からの移行：旧Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境の移行作業を行う場合に使用する．
◆参照 → ５．７

① インストールを行ったＤＢＳＰマスタファイル

② インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

③ ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ（注１）

④ 変換対象のＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイル

⑤ 変換対象のＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルのボリューム通し番号

⑥ 新ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルを創成する際のボリューム通し番号（注２）

⑦ 退避ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルを創成する際のボリューム通し番号

⑧ 新ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルを創成する際のＵＮＩＴタイプ（注２）

⑨ 新ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルを創成する際のスペース単位

⑩ 新ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルを創成する際の初期量
◆【１】

⑪ 新ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルを創成する際の増分量 ４．２

⑫ 新ＣＯＰＹ句フォーマットアナライズテーブルファイルを創成する際のディレクトリブロック数

注１）認定ライブラリとなっている場合は，指定してはならない．なお，認定ライブラリの詳細は“シス

テムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照されたい．

注２）再環境セットアップを行ったプロジェクト環境と同じボリューム通し番号，ＵＮＩＴタイプを指定する

こと．

（２） ＠ＪＣＬ（図９．１２）

環境セットアップを行うためのジョブ制御文

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

② ユーザカタログ（注１）

③ インストールを行ったＤＢＳＰマスタファイル

④ ＣＯＢＯＬ８５ 翻訳オプション（注２）

注１）日本語名標辞書をＶＳＡＭファイルで管理する場合，ＳＴＥＰＣＡＴ ＤＤ文のコメント化を解除する．

注２）これらの翻訳オプションの他，必須となるのは ＯＢＪＥＣＴ，ＲＳＶ（ＡＬＬ），ＮＯＴＥＳＴ である．

もし省略値が上記のものでない場合は，明に指定しなければならない．

（３） ＠ＪＣＬ２ （図９．１３）

ＣＯＰＹ句環境セットアップを行うためのジョブ制御文

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

② ユーザカタログ（注）

注）日本語名標辞書をＶＳＡＭファイルで管理する場合，ＳＴＥＰＣＡＴ ＤＤ文のコメント化を解除する．

２８



（４） ＠ＪＣＬ３ （図９．１４）

レコードの印刷を行うためのジョブ制御文

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

（５） ＠ＪＣＬ４ （図９．１５）

ＹＰＳ 構造体環境セットアップを行うためのジョブ制御文

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

② イメージライブラリ（使用しない場合は不要）

③ 外部構文定義仕様書データセット（使用しない場合は不要）

④ 外部日本語名標宣言仕様書データセット（使用しない場合は不要）

⑤ 用紙制御イメージ識別名（８ＬＰＩになるように指定）

⑥ ＹＰＳ 仕様書出力時の文字セット名

⑦ ユーザカタログ（注）

注）日本語名標辞書をＶＳＡＭファイルで管理する場合，ＳＴＥＰＣＡＴ ＤＤ文のコメント化を解除する．

（６） ＠ＯＰＴＩＯＮ （図９．１６）

ＳＣＨＥＭＡ，ＳＵＢＳＣＨＥＭＡ 定義体のＲＥＣＯＲＤエントリ，およびＣＯＰＹ句を解析するための翻訳オプションを指定す

る．

なお，各翻訳オプションにおいて，下線が引かれているものを標準値とする．

以下に詳細を述べる．

￥
① ＣＵＲＲＥＮＣＹ

注）に示す以外の文字

ＣＵＲＲＥＮＣＹで指定した文字を，特殊名段落のＣＵＲＲＥＮＣＹ ＳＩＧＮ 句で指定する通貨記号とみなす．

注）数字 ：０～９
英大文字：Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｎ，Ｐ，Ｒ，Ｓ，Ｖ，Ｘ，Ｚ
英小文字：ａ～ｚ，空白
特殊文字：“＊”，“＋”，“－”，“，”，“．”，“；”，“（”，“）”，

：“／”，“＝”

Ｐ
② ＤＰＯＩＮＴ

Ｃ

Ｐ： ＰＥＲＩＯＤ
Ｃ： ＣＯＭＭＡ

数字編集項目において，ＰＥＲＩＯＤを小数点とみなすか，ＣＯＭＭＡ を小数点とみなすかを指定する．

Ｑ
③ ＡＰＱＵＯＴＥ

Ａ

Ｑ： ＱＵＯＴＥ
Ａ： ＡＰＯＳＴ

引用符としてクォーテーションマーク（”）を使う（ＱＵＯＴＥ ）か，アポストロフィ（’）を使う

（ＡＰＯＳＴ）かを指定する．

ＡＬＬ
④ ＲＳＶ Ｖ５１

Ｖ１０
Ｖ１１１
Ｖ１１２
ＶＳＲ２
ＶＳＲ３
ＵＳＥＲ
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ＡＬＬ ：ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１２Ｌ１０の予約語 Ｖ１１２：ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１１Ｌ２０の予約語
Ｖ５１ ：ＣＯＢＯＬ Ｖ０５ の予約語 ＶＳＲ２：ＶＳ ＣＯＢＯＬⅡ Ｒｅｌ ２．０の予約語
Ｖ１０ ：ＣＯＢＯＬ Ｖ１０ の予約語 ＶＳＲ３：ＶＳ ＣＯＢＯＬⅡ Ｒｅｌ ３．０の予約語
Ｖ１１１：ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１１Ｌ１１の予約語 ＵＳＥＲ：利用者が決定する固有の予約語

予約語として，どの集合のものを用いるか指定する．

【注意事項】ＲＳＶ は，ＣＯＢＯＬ のバージョンレベルによって異なる．

ＹＥＳ
⑤ ＡＬＰＨＡＬ

ＮＯ

ＹＥＳ ： 英小文字を対応する英大文字と等価に扱う．
ＮＯ ： 英小文字を英大文字と等価に扱わない．

英小文字を対応する英大文字と等価に扱う（ＹＥＳ）か，扱わない（ＮＯ）かを指定する．

１
⑥ ＲＥＣＮＡＭＥ

０

１： ＣＯＰＹ句の先頭に０１レベルが存在しない．
０： ＣＯＰＹ句の先頭に０１レベルが存在する．

ＣＯＰＹ句の先頭に０１レベルが存在するかしないかを指定する．当オプションは，ＣＯＰＹ句環境セットアップ

で使用する．

⑦ ＵＳＥＲＳ

①～⑥のオプション以外で，標準値以外のオプションを指定する必要がある場合に，そのオプションを

１２カラム目からコンマ（，）で区切って，６６カラム目以内に指定する．

（７） ＠ＰＲＩＮＴ１ （図９．１７）

ユーティリティ処理結果を印刷するためのジョブ制御文

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

（８） ＠ＰＲＩＮＴ２ （図９．１８）

ログリストを印刷するためのジョブ制御文

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

（９） ＠ＳＰＡＣＥＳ （図９．１９）

環境セットアップで割り当てられるファイルの容量を指定する．

この容量は，特に修正する必要はない．

環境生成時に，容量不足のためにエラーとなった場合に修正すればよい．

（ＤＡＳＤ上の大きさ 単位：ＴＲＫ ）

⒜ 初期量（１２カラム目から３桁固定 指定可能範囲：００１ ～ ９９９）

⒝ 増分量（１６カラム目から３桁固定 指定可能範囲：００１ ～ ９９９）

⒞ ディレクトリ量（２０カラム目から３桁固定 指定可能範囲：００１ ～ ９９９）

作業ファイルの詳細を以下に述べる

① 実行結果リストファイル

② プロジェクトマスタファイル（プロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ）

③ ソートワークファイル

④ ＡＤＬ 管理ファイル（プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＡＤＬＣＮＴＬ ）

３０



⑤ データベース検索テーブルファイル（プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＤＢＡＣＳＴＢＬ）

⑥ フォーマットアナライズテーブルファイル（プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＤＢＦＭＴＴＢＬ） ◆【１】 ４．２

⑦ レコードフォーマットＣＯＰＹ句ファイル（アクセス名がＲＣＯＰＹＬＩＢのワークファイル）

⑧ レコード編集テーブル（プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＲＡＣＶＴＴＢＬ）

⑨ データベース物理構造ファイル（プロジェクト名．ＤＢＳＰ．ＤＢＵＴＹＬＩＢ）

⑩ ワークファイル

⑪ ワークファイル

⑫ ワークファイル

⑬ ＡＤＬ ソース解析用作業ファイル

⑭ ＡＤＬ ソース解析用作業ファイル

⑮ ＡＤＬ ソース解析用作業ファイル

（１０） ＠ＳＰＡＣＥＵ （図９．２０）

データベース更新・表示で割り当てられるファイルの容量を指定する．

この容量も，上記（９） ＠ＳＰＡＣＥＳ と同様，特に修正する必要はない．

（ＤＡＳＤ上の大きさ 単位：ＴＲＫ ）

⒜ 初期量（１２カラム目から３桁固定 指定可能範囲：００１ ～ ９９９）

⒝ 増分量（１６カラム目から３桁固定 指定可能範囲：００１ ～ ９９９）

作業ファイルの詳細を以下に述べる．

① ログ情報ファイル（ユーザＩＤ．ＤＢＳＰ．ＬＯＧＬＳＴ）

② 実行結果ファイル（レコード印刷用）

③ 実行結果ファイル（レコード印刷用）

④ 印刷制御文ファイル（レコード印刷用）（ユーザＩＤ．ＤＢＳＰ．タイムスタンプ）

（１１） ＠ＳＹＳＴＥＭ （図９．２１）

ＤＢＳＰで必要なソフトウェアを定義する．

① ＡＩＭ ディレクトリデータセット

② ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ（注）

③ ＩＰＦ ルーチンライブラリ（注）

④ ＧＥＭ ロードモジュールライブラリ（注）

⑤ ＡＤＪＵＳＴルーチンライブラリ（注）

（動的結合用のトランジェントライブラリを指定すること）

⑥ ＡＩＭ ロードモジュールライブラリ（注）

⑦ ＣＯＢＯＬ８５ コンパイラ（注）

⑧ ＳＯＲＴロードモジュールライブラリ（注）

⑨ ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ コンパイラ（注）

注）認定ライブラリとなっている場合は，任意の非認定ライブラリ（ＤＢＳＰのロードモジュールなど）を指

定する．なお，認定ライブラリの詳細は“システムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照され

たい．
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（１２） ＠ＹＰＳＣＯＰＴ（図９．２２）

ＹＰＳ 構造体を解析するためのＣＯＢＯＬ８５ 翻訳オプションを指定する．

なお，各翻訳オプションにおいて，下線が引かれているものを標準値とする．

以下に詳細を述べる．

￥
① ＣＵＲＲＥＮＣＹ

注）に示す以外の文字

ＣＵＲＲＥＮＣＹで指定した文字を，特殊名段落のＣＵＲＲＥＮＣＹ ＳＩＧＮ 句で指定する通貨記号とみなす．

注）数字 ：０～９
英大文字：Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｎ，Ｐ，Ｒ，Ｓ，Ｖ，Ｘ，Ｚ
英小文字：ａ～ｚ，空白
特殊文字：“＊”，“＋”，“－”，“，”，“．”，“；”，“（”，“）”，

：“／”，“＝”

Ｐ
② ＤＰＯＩＮＴ

Ｃ

Ｐ： ＰＥＲＩＯＤ
Ｃ： ＣＯＭＭＡ

数字編集項目において，ＰＥＲＩＯＤを小数点とみなすか，ＣＯＭＭＡ を小数点とみなすかを指定する．

Ｑ
③ ＡＰＱＵＯＴＥ

Ａ

Ｑ： ＱＵＯＴＥ
Ａ： ＡＰＯＳＴ

引用符としてクォーテーションマーク（”）を使う（ＱＵＯＴＥ ）か，アポストロフィ（’）を使う

（ＡＰＯＳＴ）かを指定する．

ＡＬＬ
④ ＲＳＶ Ｖ５１

Ｖ１０
Ｖ１１１
Ｖ１１２
ＶＳＲ２
ＶＳＲ３
ＵＳＥＲ

ＡＬＬ ：ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１２Ｌ１０の予約語 Ｖ１１２：ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１１Ｌ２０の予約語
Ｖ５１ ：ＣＯＢＯＬ Ｖ０５ の予約語 ＶＳＲ２：ＶＳ ＣＯＢＯＬⅡ Ｒｅｌ ２．０の予約語
Ｖ１０ ：ＣＯＢＯＬ Ｖ１０ の予約語 ＶＳＲ３：ＶＳ ＣＯＢＯＬⅡ Ｒｅｌ ３．０の予約語
Ｖ１１１：ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１１Ｌ１１の予約語 ＵＳＥＲ：利用者が決定する固有の予約語

予約語として，どの集合のものを用いるか指定する．

【注意事項】ＲＳＶ は，ＣＯＢＯＬ のバージョンレベルによって異なる．

ＹＥＳ
⑤ ＡＬＰＨＡＬ

ＮＯ

ＹＥＳ ： 英小文字を対応する英大文字と等価に扱う．
ＮＯ ： 英小文字を英大文字と等価に扱わない．

英小文字を対応する英大文字と等価に扱う（ＹＥＳ）か，扱わない（ＮＯ）かを指定する．

１
⑥ ＲＥＣＮＡＭＥ

０

１： ＣＯＰＹ句の先頭に０１レベルが存在しない．
０： ＣＯＰＹ句の先頭に０１レベルが存在する．

ＣＯＰＹ句の先頭に０１レベルが存在するかしないかを指定する．当オプションは，ＹＰＳ構造体環境セットア

ップで使用する．
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⑦ ＵＳＥＲＳ

①～⑥のオプション以外で，標準値以外のオプションを指定する必要がある場合に，そのオプションを

１２カラム目からコンマ（，）で区切って，６６カラム目以内に指定する．

（１３） ＠ＹＰＳＹＯＰＴ（図９．２３）

ＹＰＳ 構造体を解析するためのＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ 翻訳オプションを指定する．

なお，各翻訳オプションの詳細は“ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ コンパイラ使用手引書”を参照されたい．

（１４） ＤＢＣＲＥＡＴＥ（図９．２４）

一括更新処理用のジョブ制御文

① ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＡＴＡＴＯＯＬ ロードモジュール（ＤＡＴＡＴＯＯＬ連携を行う場合はコメントをはずす）

② インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

③ 一括更新制御文ファイル

④ 制御パラメタ

（１５） ＤＢＳＥＴＵＰ （図９．２５）

環境セットアップ起動用のコマンドプロシジャ

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

② ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

③ インストールを行ったメニュー定義体（Ａ／Ｎ）

④ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ）

⑤ インストールを行ったメニュー定義体（ＪＥＦ）

⑥ インストールを行ったＤＢＳＰマスタファイル

⑦ ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ（注）

⑧ ＩＰＦ ルーチンライブラリ（注）

⑨ ＧＥＭ ロードモジュールライブラリ（注）

⑩ ＡＩＭ ロードモジュールライブラリ（注）

⑪ ＡＤＪＵＳＴルーチンライブラリ（注）

（動的結合用のトランジェントライブラリを指定すること）

注）認定ライブラリとなっている場合は，指定してはならない．なお，認定ライブラリの詳細は“システ

ムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照されたい．

（１６） ＤＢＵＰＤＡＴＥ（図９．２６）

データベース更新・表示起動用のコマンドプロシジャ

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

② ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（Ａ／Ｎ）

③ インストールを行ったメニュー定義体（Ａ／Ｎ）

④ ＩＳＡＭまたはＶＳＡＭメッセージファイル（ＪＥＦ）

⑤ インストールを行ったメニュー定義体（ＪＥＦ）
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（１７） ＰＲＯＦＩＬＥ （図９．２７）

ＤＢＳＰのプロフィール参照用コマンドプロシジャ

① インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

② ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ（注）

注）認定ライブラリとなっている場合は，指定してはならない．なお，認定ライブラリの詳細は“システ

ムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照されたい．

（１８） ＠ＣＯＮＶＥＲＴ（図９．２８）

プロジェクト管理情報（＠ＰＲＯＪＥＣＴ）のコンバート用ジョブ制御文

ＤＢＳＰ Ｖ３０Ｌ２４ ～ Ｖ３３Ｌ１０ からの移行：旧Ｖ／Ｌ のプロジェクト環境の移行作業を行う場合に使用する．
◆参照 → ５．８

① インストールを行ったＤＢＳＰマスタファイル

② 一時データセットのＵＮＩＴタイプ

③ インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

④ ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ（注）

⑤ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰマスタファイル（改名後）

⑥ 旧Ｖ／Ｌ のＤＢＳＰロードモジュール（改名後）

注）認定ライブラリとなっている場合は，指定してはならない．なお，認定ライブラリの詳細は“システ

ムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照されたい．

（１９） ＠ＤＥＬＥＴＥ （図９．２９）

プロジェクト削除処理用のジョブ制御文

① インストールを行ったＤＢＳＰマスタファイル

② インストールを行ったＤＢＳＰロードモジュール

③ ＣＯＢＯＬ８５ ライブラリ（注）

④ プロジェクト名

⑤ インストールを行ったＤＢＳＰマスタファイル

注）認定ライブラリとなっている場合は，指定してはならない．なお，認定ライブラリの詳細は“システ

ムプログラミング手引書 タスク管理編”を参照されたい．
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図９．１２ 環境セットアップ用ＪＣＬ ：＠ＪＣＬ （１／３）
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／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｐ５７，％Ｐ５８）），
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝５００，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３０００）
／／ＤＢＳＰＷＫ２５ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＤＢＳＰＷＫ２５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（，ＰＡＳＳ），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｐ５７，％Ｐ５８）），
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝１０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３０００）
／／ＲＡＣＶＴＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＲＡＣＶＴＴＢＬ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（，ＣＡＴＬＧ），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｐ３５，％Ｐ３６，％Ｐ３７），ＲＬＳＥ），
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２，
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ，ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝８０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３１２０）
／／ＳＹＳＤＣＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＤＣＴ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ２５，％Ｑ２６，％Ｑ２７）），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ）
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＩＮ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ３０，％Ｑ３１））
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＵＴ１，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ２８，％Ｑ２９））
／／％Ｑ１１ＮＡＭＬＩＢ２ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１２％Ｑ１３％Ｑ０１，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／％Ｑ１４ＮＡＭＬＩＢ１ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１５％Ｑ１６％Ｑ０２，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／％Ｑ１７ＮＡＭＬＩＢ０ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１８％Ｑ１９％Ｑ０３，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ

～ ～

～ ～
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊＊ ＦＯＲ ＡＩＭ Ｖ２０ ＆ ＣＯＢＯＬ８５ ＊＊ ＡＩＭ Ｖ１２ では
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＦＯＲ ＡＩＭ Ｖ１２
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＪ１６０ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＡＤＬＳＯＣ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ１６０，ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，ＣＯＮＤ＝（４，ＬＴ），ＰＡＲＭ＝’％Ｐ５６’
／／ＡＤＬＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１６＠（＠ＰＥＤ），ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／ＤＢＳＰＷＫ０７ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＤＢＳＰＷＫ６７，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＤＢＳＰＷＫ０８ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＤＢＳＰＷＫ０８，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＤＢＳＰＷＫ２１ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＤＢＳＰＷＫ２１，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ）
／／ＤＢＳＰＷＫ２５ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＤＢＳＰＷＫ２６，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ＭＳＯＵＲＣＥ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１６＠（ＪＳＭＤＢＭ０１），ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＰＲＯＪＥＣＴ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＲＡＳＡＶＲＴＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＲＡＳＡＶＲＴＮ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（，ＰＡＳＳ），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１，２）），
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝８０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３１２０，ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ）
／／ＤＢＳＰＷＫ２２ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ（ＡＤＬＳＯＣ），ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ，
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝８０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００）
／／ＤＢＳＰＷＫ２３ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＤＢＳＰＷＫ２３，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（，ＰＡＳＳ），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｐ５７，％Ｐ５８）），
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝８０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝３２００）

～ ～

～ ～
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＣＯＭＰＩＬＥ ＆ ＬＩＮＫ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＯＢＯＬ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＭＮ０００，ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，ＣＯＮＤ＝（４，ＬＴ，ＤＤＭＳ），
／／ ＰＡＲＭ＝（’ＣＴＬ（Ｎ，Ｗ），ＥＱＵ，ＮＯＣＯＮＦ，ＬＡＮ（６８），ＡＰＯ，ＳＤＳ，ＮＯＴＲＵ，ＳＭＳ（５１２Ｋ）’，
／／ ’ＮＯＤＬＯ，ＮＯＣＯＵ，ＮＯＤＣＴ，ＮＯＲＥＮ，ＵＷＡ（Ａ），ＺＷＢ，ＮＯＬＥＡ，ＴＲＡＰＣ’） ④
／／ＳＹＳＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＲＡＳＡＶＲＴＮ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＤＢＳＰＷＫ２３，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ＡＩＭＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０１，
／／ ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１４％Ｐ０３％Ｐ０９％Ｐ６０
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＳＹＳＵＴ３ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＳＹＳＵＴ４ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／ＳＹＳＬＩＮ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＳＮ＝＆＆ＯＢＪ，ＤＩＳＰ＝（，ＰＡＳＳ），ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（２，１））
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／／ＬＫＥＤ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＱＡＬ，ＣＯＮＤ＝（０，ＬＴ，ＣＯＢＯＬ），ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’ＲＥＰ，ＬＩＳＴ，ＮＯＭＡＰ，ＮＯＯＶＬＹ，ＮＣＡＬ，ＬＥＴ，ＤＹＮＡＭＩＣ，ＳＥＣＴＩＯＮ（２４）’
／／ＳＹＳＬＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＯＢＪ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ＳＹＳＬＭＯＤ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰＶ３１．ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＢＭ０１），ＤＩＳＰ＝（，ＣＡＴＬＧ），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，２，１）），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２，
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝Ｕ，ＬＲＥＣＬ＝０，ＢＬＫＳＩＺＥ＝６１４４），ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＬＯＡＤ ＭＯＤＵＬＥ ＣＯＰＹ （ＪＳＭＤＢＭＡＴ） ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＯＰＹ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ，ＣＯＮＤ＝（０，ＬＴ，ＬＫＥＤ）
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／ＭＡＳＴＥＲ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ＰＲＯＪＥＣＴ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰＶ３１．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊

ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＭＡＳＴＥＲ，ＯＵＴＤＤ＝ＰＲＯＪＥＣＴ
ＳＥＬＥＣＴ ＭＥＭＢＥＲ＝ＪＳＭＤＢＭＡＴ

／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＪ１７０ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＰＲＪＧＯ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ１７０，ＰＡＲＭ＝’％Ｐ１１’，ＣＯＮＤ＝（０，ＬＴ，ＣＯＰＹ）
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／ＭＳＴＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＣＬＩＳＴ ＣＨＡＮＧＥ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＬＩＳＴ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ１８０，ＣＯＮＤ＝（０，ＬＴ，ＰＲＪＧＯ），
／／ ＰＡＲＭ＝’％Ｐ５５＊％Ｑ２０＊％Ｑ２１’ ＡＩＭ Ｖ１２ では
／／ＰＲＪＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ’％Ｐ５５＊％Ｑ２０’
／／ＭＳＴＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＤＢＳＰ （ ＲＣＯＰＹＬＩＢ ＷＯＲＫ ＦＩＬＥ ＤＥＬＥＴＥ ） ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＥＮＤＳＴＥＰ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＵＮＣＡＴＬＧ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＲＣＯＰＹＵ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＲＣＯＰＹＬＩＢ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＵＮＣＡＴＬＧ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＤＥＬＥＴＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＲＣＯＰＹＤ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＲＣＯＰＹＬＩＢ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／

図９．１２ 環境セットアップ用ＪＣＬ ：＠ＪＣＬ （３／３）

３７



％ＪＯＢ
％ＪＯ１
％ＪＯ２
％ＪＯ３
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＣＯＰＹ ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ ＣＲＥＡＴＥ ＪＯＢ ’ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（＠ＪＣＬ２）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０２，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０５，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０７，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＵＮＣＡＴＬＧ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＵＮＣＡＴ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＵＮＣＡＴＬＧ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＤＥＬＥＴＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＥＬＥＴＥ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＪ２００ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ２００，ＲＥＧＩＯＮ＝３０７２Ｋ，ＰＡＲＭ＝’ＣＯＢ’
／／＊ＳＴＥＰＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０９＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ＭＥＭＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＭＥＭ．％Ｐ１５，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ＰＲＪＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＲＣＯＰＹＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２３％Ｐ２４％Ｐ１０，
／／ ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３％Ｐ２５％Ｐ２６％Ｐ２７
／／ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２，
／／ ＤＩＳＰ＝（，ＣＡＴＬＧ），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｐ１７，％Ｐ１８，％Ｐ１９），ＲＬＳＥ），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ，ＬＲＥＣＬ＝８３５６，ＢＬＫＳＩＺＥ＝８３６０）
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４
／／ＤＢＳＹＳＰＲＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４
／／％Ｑ１１ＮＡＭＬＩＢ２ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１２％Ｑ１３％Ｑ０１，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／％Ｑ１４ＮＡＭＬＩＢ１ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１５％Ｑ１６％Ｑ０２，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／％Ｑ１７ＮＡＭＬＩＢ０ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１８％Ｑ１９％Ｑ０３，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＳＹＳＤＣＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＤＣＴ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ２５，％Ｑ２６，％Ｑ２７）），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ）
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＩＮ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ３０，％Ｑ３１））
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＵＴ１，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ２８，％Ｑ２９））
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＪ２２０ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＯＰＹＩＤ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ２２０，ＣＯＮＤ＝（０，ＬＴ），ＰＡＲＭ＝％Ｐ１５
／／ＰＲＪＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＵＮＣＡＴＬＧ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＵＮＣＡＴ２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ，ＣＯＮＤ＝（４，ＧＴ，ＣＯＰＹＩＤ）
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＵＮＣＡＴＬＧ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＤＥＬＥＴＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＥＬＥＴＥ２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ，ＣＯＮＤ＝（４，ＧＴ，ＣＯＰＹＩＤ）
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／

図９．１３ ＣＯＰＹ句環境セットアップ用ＪＣＬ ：＠ＪＣＬ２

３８



％ＪＯＢ
％ＪＯ１
％ＪＯ２
％ＪＯ３
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＰＲＩＮＴ ＪＯＢ ’ＰＲＯＪＥＣＴ．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ（＠ＪＣＬ３）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２３．ＤＢＳＰＶ３１．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０２，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０５，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０７，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＢＭ０１ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＢＳＰＰＲＮＴ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＢＭ０１，ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’％Ｐ２１＊％Ｐ２２＊％Ｐ２３＊％Ｐ２４＊％Ｐ２５＊％Ｐ１１＊％Ｐ１２’
／／ＡＩＭＰＥＤ ＤＤ ＳＵＢＳＹＳ＝（ＡＩＭ，％Ｐ５５，％Ｐ２０，％Ｐ５６），ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ＡＩＭ Ｖ１２ では（ＡＩＭ，％Ｐ５５，％Ｐ２０）
／／ＰＲＩＮＴＦ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２１．ＤＢＳＰ．％Ｐ２６，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２３．ＤＢＳＰ．ＤＢＦＭＴＴＢＬ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＤＢＡＣＳＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２３．ＤＢＳＰ．ＤＢＡＣＳＴＢＬ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＲＡＣＶＴＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２３．ＤＢＳＰ．ＲＡＣＶＴＴＢＬ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ４３
／／ＤＵＭＰＬＳＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ４３
／／ＰＲＯＯＦＬＳＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ４３
／／

図９．１４ 印刷処理用ＪＣＬ ：＠ＪＣＬ３

％ＪＯＢ
％ＪＯ１
％ＪＯ２
％ＪＯ３
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＹＰＳ ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ ＣＲＥＡＴＥ ＪＯＢ ’ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（＠ＪＣＬ４）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０２，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０５，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０７，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０９，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／＊ＩＭＡＧＥＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ２９＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＵＮＣＡＴＬＧ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＵＮＣＡＴ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＵＮＣＡＴＬＧ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＤＥＬＥＴＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＥＬＥＴＥ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＵＮＣＡＴＬＧ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＵＮＣＡＴ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＹＣＢ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＵＮＣＡＴＬＧ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＤＥＬＥＴＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＥＬＥＴＥ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＹＣＢ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＪ２４０ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＹＰＳＣＯＢ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ２４０，ＲＥＧＩＯＮ＝４０９６Ｋ
／／＊
／／ＹＭＥＭＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＹＭＥ．％Ｐ１５，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／＊
／／＊－－－－－－－－－－ ＹＰＳプログラム仕様書デ－タセツト －－－－－－－－－－－－－－－－－－＊
／／ＳＹＳＹＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２３％Ｐ２４％Ｐ１０，
／／ ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３％Ｐ２５％Ｐ２６％Ｐ２７
／／＊
／／＊－－－－－－－－－－ 外部構文定義仕様書デ－タセツト －－－－－－－－－－－－－－－－＊
／／＊ＳＹＳＹＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１７＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／＊
／／＊－－－－－－－－－－ 外部日本語名標宣言仕様書デ－タセツト －－－－－－－－－－＊
／／＊ＳＹＳＹＪＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１８＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ④
／／＊
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３９



／／＊－－－－－－－－－－ インクル－ド仕様書デ－タセツト －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＊
／／ＳＹＳＹＩＮＣ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ２３％Ｐ２４％Ｐ１０，
／／ ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３％Ｐ２５％Ｐ２６％Ｐ２７
／／＊
／／＊－－－－－－－－－－ 翻訳オプシヨン指定デ－タセツト －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＊
／／ＳＹＳＹＯＰＴ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ（＠ＹＰＳＹＯＰＴ），ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／＊
／／＊－－－－－－－－－－ ＣＯＢＯＬ原始プログラムデ－タセツト －－－－－－－－－－－－－－－－－－＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＹＣＢ．％Ｐ１５，
／／ ＤＩＳＰ＝（，ＣＡＴＬＧ），ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ３２，％Ｑ３３，％Ｑ３４），ＲＬＳＥ），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ，ＬＲＥＣＬ＝２５５，ＢＬＫＳＩＺＥ＝２５５４）
／／＊
／／＊－－－－－－－－－－ ＹＰＳ翻訳リストデ－タセツト －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＊
／／ＳＹＳＹＰＲＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４，ＦＣＢ＝ＳＴＤ３，ＣＨＡＲＳ＝ＹＰＳＡ ⑤，⑥
／／＊
／／＊－－－－－－－－－－ メツセ－ジデ－タセツト －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＊
／／ＳＹＳＴＥＲＭ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４，ＦＣＢ＝ＳＴＤ３ ⑤
／／＊
／／ＳＹＳＹＵＴ１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝ＮＥＷ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（９，９），ＲＬＳＥ）
／／＊
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＪ２００ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ２００，ＲＥＧＩＯＮ＝３０７２Ｋ，ＰＡＲＭ＝’ＹＰＳ’，ＣＯＮＤ＝（０，ＬＴ）
／／＊ＳＴＥＰＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０９＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑦
／／ＭＥＭＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＭＥＭ．％Ｐ１５，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ＰＲＪＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＲＣＯＰＹＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＹＣＢ．％Ｐ１５，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＤＥＬＥＴＥ）
／／ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２，
／／ ＤＩＳＰ＝（，ＣＡＴＬＧ），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｐ１７，％Ｐ１８，％Ｐ１９），ＲＬＳＥ），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ，ＬＲＥＣＬ＝８３５６，ＢＬＫＳＩＺＥ＝８３６０）
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４
／／ＤＢＳＹＳＰＲＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４
／／％Ｑ１１ＮＡＭＬＩＢ２ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１２％Ｑ１３％Ｑ０１，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／％Ｑ１４ＮＡＭＬＩＢ１ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１５％Ｑ１６％Ｑ０２，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／％Ｑ１７ＮＡＭＬＩＢ０ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｑ１８％Ｑ１９％Ｑ０３，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＳＹＳＤＣＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＤＣＴ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ２５，％Ｑ２６，％Ｑ２７）），
／／ ＤＣＢ＝（ＤＳＯＲＧ＝ＰＯ，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ）
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＩＮ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ３０，％Ｑ３１））
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＳＹＳＵＴ１，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｑ２８，％Ｑ２９））
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＪ２２０ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＯＰＹＩＤ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＪ２２０，ＣＯＮＤ＝（０，ＬＴ），ＰＡＲＭ＝％Ｐ１５
／／ＰＲＪＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１４
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＵＮＣＡＴＬＧ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＵＮＣＡＴ２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ，ＣＯＮＤ＝（４，ＧＴ，ＣＯＰＹＩＤ）
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＵＮＣＡＴＬＧ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／＊＊＊＊＊＊＊ ＤＥＬＥＴＥ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＥＬＥＴＥ２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＤＪＢＲ１４，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ，ＣＯＮＤ＝（４，ＧＴ，ＣＯＰＹＩＤ）
／／％Ｐ１５ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．％Ｐ１５，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＵＮＣＡＴＬＧ），ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝％Ｐ１２
／／
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－ＣＵＲＲＥＮＣＹ ￥ ①
－ＤＰＯＩＮＴ Ｐ ②
－ＡＰＱＵＯＴＥ Ｑ ③
－ＲＳＶ ＡＬＬ ④
－ＡＬＰＨＡＬ ＹＥＳ ⑤
－ＲＥＣＮＡＭＥ １ ⑥
－ＵＳＥＲＳ ⑦
－ＥＮＤ

図９．１６ ＣＯＢＯＬ８５ 翻訳オプション：＠ＯＰＴＩＯＮ
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％ＪＯＢ
％ＪＯ１
％ＪＯ２
％ＪＯ３
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＵＴＩＬＩＴＹ ＬＩＳＴ ＰＲＩＮＴ ＪＯＢ ’ＤＢＳＰ．ＭＡＳＴＥＲ（＠ＰＲＩＮＴ１）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ＰＲＩＮＴ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＸ２３０
／／ＳＹＳＩＮ１ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＳＹＳＰＲＩＮＴ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ），
／／ ＤＣＢ＝ＲＥＣＦＭ＝ＦＢＡ
／／ＳＹＳＯＵＴ１ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１２
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１２
／／

図９．１７ ユーティリティ処理結果印刷用ＪＣＬ ：＠ＰＲＩＮＴ１

％ＪＯＢ
％ＪＯ１
％ＪＯ２
％ＪＯ３
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＬＯＧＯＵＴ ＬＩＳＴ ＰＲＩＮＴ ＪＯＢ ’ＰＲＯＪＥＣＴ．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ（＠ＰＲＩＮＴ２）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ＬＯＧＬＳＴ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＸ２３０
／／ＳＹＳＩＮ１ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＬＯＧＬＳＴ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ１３，
／／ ＤＣＢ＝ＲＥＣＦＭ＝ＦＢＡ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ，ＫＥＥＰ）
／／ＳＹＳＯＵＴ１ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝％Ｐ１６
／／

図９．１８ ログリスト印刷用ＪＣＬ ：＠ＰＲＩＮＴ２

（ａ） （ｂ） （ｃ）
－ＳＥＴＵＰＬＳＴ ０２０ ０２０ ①
－ＰＲＪＬＩＢ ０２０ ０２０ ０３０ ②
－ＳＯＲＴＷＯＲＫ ０２０ ０２０ ③
－ＡＤＬＣＮＴＬ ０２０ ０２０ ０３０ ④
－ＤＢＡＣＳＴＢＬ ０２０ ０２０ ０３０ ⑤
－ＤＢＦＭＴＴＢＬ ０２０ ０２０ ０３０ ⑥
－ＲＣＯＰＹＬＩＢ ０２０ ０２０ ０３０ ⑦
－ＲＡＣＶＴＴＢＬ ０２０ ０２０ ０３０ ⑧
－ＤＢＵＴＹＬＩＢ ０２０ ０２０ ０３０ ⑨
－ＳＣＨＤＡＴＡ ０２０ ０２０ ⑩
－ＷＯＲＫ１ ０２０ ０２０ ０３０ ⑪
－ＷＯＲＫ２ ０２０ ０２０ ０３０ ⑫
－ＳＹＳＤＣＴ ０５０ ０５０ ０５０ ⑬
－ＳＹＳＩＮ ０２０ ０２０ ⑭
－ＳＹＳＵＴ１ ０２０ ０２０ ⑮

図９．１９ 環境セットアップ用ファイル容量：＠ＳＰＡＣＥＳ

（ａ） （ｂ）
－ＦＩＬＥＣＡＲ ００１ ００５
－ＦＩＬＥＭＳＧ ００１ ００５
－ＦＩＬＥＬＳＴ ００１ ００５
－ＬＯＧＬＳＴ ００１ ００５ ①
－ＤＵＭＰＬＳＴ ００１ ００５ ②
－ＰＲＯＯＦＬＳＴ ００１ ００５ ③
－ＰＲＩＮＴＦ ００１ ００５ ④
－ＥＮＤ

図９．２０ データベース更新・表示用ファイル容量：＠ＳＰＡＣＥＵ

４１



－ＡＩＭＬＩＢ ＠ＤＳＮ２４＠ ①
－ＣＯＢＬＩＢ ＠ＤＳＮ０６＠ ②
－ＩＰＦＬＩＢ ＠ＤＳＮ１９＠ ③
－ＧＥＭＬＩＢ ＠ＤＳＮ２０＠ ④
－ＡＪＳＬＩＢ ＠ＤＳＮ２２＠ ⑤
－ＵＴＹＬＩＢ ＠ＤＳＮ２１＠ ⑥
－ＰＲＥＣＯＢ ＠ＤＳＮ２５＠ ⑦
－ＳＯＲＴＬＢ ＠ＤＳＮ２６＠ ⑧
－ＹＰＳＣＯＢ ＠ＤＳＮ２７＠ ⑨
－ＥＮＤ

図９．２１ 必要ソフトウェアの定義：＠ＳＹＳＴＥＭ

－ＣＵＲＲＥＮＣＹ ￥ ①
－ＤＰＯＩＮＴ Ｐ ②
－ＡＰＱＵＯＴＥ Ｑ ③
－ＲＳＶ ＡＬＬ ④
－ＡＬＰＨＡＬ ＹＥＳ ⑤
－ＲＥＣＮＡＭＥ １ ⑥
－ＵＳＥＲＳ ⑦
－ＥＮＤ

図９．２２ ＣＯＢＯＬ８５ 翻訳オプション（ＹＰＳ 用）：＠ＹＰＳＣＯＰＴ

ＮＯＣＨＥＣＫ ＮＯＴＵＲＢ ＳＴＡＴＩＳ
ＮＯＪＯＩＮ ＮＯＯＢＪＥＣＴ ＦＬＡＧ（Ｉ） ＴＥＲＭ ＮＯＹＤＣＴ ＬＡＮＧＬＶＬ（Ｖ１１） ＮＯＬＣＨＥＣＫ
ＮＯＣＯＭＭＥＮＴ ＰＲＥＦＩＸ（ＪＶＶ） ＮＯＵＳＩＮＧ ＮＯＹＰＲＩＮＴ ＮＯＸＲＥＦ ＮＯＴＥＳＴ ＮＯＣＯＶＥＲＡＧＥ
ＡＰＯＳＴ
ＩＮＣＤＤ
ＡＮＣＯＮＶ
ＬＩＮＥＣＯＵＮＴ（６０）
ＹＰＳＳＲＣ（１）

図９．２３ ＹＰＳ／ＣＯＢＯＬ 翻訳オプション：＠ＹＰＳＹＯＰＴ

％ＪＯＢ
％ＪＯ１
％ＪＯ２
％ＪＯ３
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＤＢ ＣＲＥＡＴＥ ＢＡＴＣＨ ＪＯＢ ’ＰＲＯＪＥＣＴ．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ（ＤＢＣＲＥＡＴＥ）’ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰＶ３１．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／＊ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ２３＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０２，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０５，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０６，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ０７，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＜＜ ＥＸＥＣ ＪＳＭＤＢＭ０１ ＞＞ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＢＣＲＥＡＴＥ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＤＢＭ０１，ＲＥＧＩＯＮ＝３０７２Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’Ｘ＊Ｆ＊％Ｐ１１’
／／ＦＩＬＥＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＃＃＃＃＃＃＃＃．＃＃＃＃＃＃＃＃．＃＃＃＃＃＃＃＃，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＦＩＬＥＰＡＲＡ ＤＤ ＊
ＭＥＭＢＥＲ－ＮＡＭＥ，ＯＰＴＩＯＮ，ＪＥＦ－ＴＹＰＥ ④
／／ＡＩＭＰＥＤ ＤＤ ＳＵＢＳＹＳ＝（ＡＩＭ，％Ｐ５５，％Ｑ２０，％Ｑ２１），ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ＡＩＭ Ｖ１２ では（ＡＩＭ，％Ｐ５５，％Ｑ２０）
／／ＡＤＬＣＮＴＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＡＤＬＣＮＴＬ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＤＢＦＭＴＴＢＬ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＤＢＡＣＳＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＤＢＡＣＳＴＢＬ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＲＡＣＶＴＴＢＬ ＤＤ ＤＳＮ＝％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＲＡＣＶＴＴＢＬ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＦＩＬＥＬＳＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＦＩＬＥＬＳＴ，ＵＮＩＴ＝％Ｐ２３，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（％Ｐ１２，％Ｐ１３））
／／ＦＩＬＥＣＡＲＤ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＦＩＬＥＭＳＧ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＪＳＭＹＬＯ０１ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／

図９．２４ 一括更新処理用ＪＣＬ ：ＤＢＣＲＥＡＴＥ
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ＰＲＯＣ ０ ＰＲＪ（＆ＳＹＳＵＩＤ）
ＴＩＭＥ

ＣＯＮＴＲＯＬ ＮＯＣＯＮＬＩＳＴ ＮＯＭＳＧ ＮＯＬＩＳＴ
ＰＲＯＦＩＬＥ ＷＴＰＭＳＧ ＭＳＧＩＤ
ＳＥＴ ＆ＬＯＡＤ＝＠ＤＳＮ０１＠ ①
ＳＥＴ ＆ＡＮＭＳＧ＝＠ＤＳＮ１０＠ ②
ＳＥＴ ＆ＡＮＭＥＮＵ＝＠ＤＳＮ０２＠ ③
ＳＥＴ ＆ＪＥＦＭＳＧ＝＠ＤＳＮ１３＠ ④
ＳＥＴ ＆ＪＥＦＭＥＮＵ＝＠ＤＳＮ０３＠ ⑤
ＳＥＴ ＆ＭＡＳＴＥＲ＝＠ＤＳＮ１６＠ ⑥
ＳＥＴ ＆ＣＯＢＬＩＢ＝＠ＤＳＮ０６＠ ⑦
ＳＥＴ ＆ＩＰＦＬＩＢ＝＠ＤＳＮ１９＠ ⑧
ＳＥＴ ＆ＧＥＭＬＩＢ＝＠ＤＳＮ２０＠ ⑨
ＳＥＴ ＆ＵＴＹＬＩＢ＝＠ＤＳＮ２１＠ ⑩
ＳＥＴ ＆ＡＤＪＵＳＴ＝＠ＤＳＮ２２＠ ⑪
ＳＥＴ ＰＲＪ＝＆ＰＲＪ
ＦＲＥＥ Ｆ（ＳＹＳＩＮ ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＳＹＳＯＵＴ ＳＹＳＭＥＮＵ ＡＭＳＧ ＪＭＳＧ ＭＳＴＬＩＢ）
ＤＥＬ ’＆ＰＲＪ．．ＤＢＳＰ．ＳＣＨＤＡＴＡ’
ＤＥＬ ’＆ＰＲＪ．．ＤＢＳＰ．ＳＵＢＤＡＴＡ’
ＤＥＬ ’＆ＰＲＪ．．ＤＢＳＰ．ＳＣＨＤＡＴＡ’ ＮＯＳＣＲＡＴＣＨ
ＤＥＬ ’＆ＰＲＪ．．ＤＢＳＰ．ＳＵＢＤＡＴＡ’ ＮＯＳＣＲＡＴＣＨ
ＳＥＴ ＆ＭＡＸＣＣ＝０
ＳＥＴ ＆ＬＡＳＴＣＣ＝０
ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＸ０１０）’
ＩＦ ＆ＭＡＸＣＣ＾＝０ ＴＨＥＮ ＤＯ

ＳＥＴ ＆ＴＹＰＥ＝０
ＥＮＤ

ＥＬＳＥ ＤＯ
ＳＥＴ ＆ＴＹＰＥ＝１
ＥＮＤ

ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＺＦＥＤ）’
ＬＩＢ ’＆ＣＯＢＬＩＢ’
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（＊） Ｆ（ＳＹＳＯＵＴ） ＳＨＲ

ＷＲＩＴＥ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＰＲＦ０）’ ’ＴＤ’

ＷＲＩＴＥ （ＡＩＭ Ｖ２０） ＡＩＭ Ｖ１２では（ＡＩＭ Ｖ１２）
ＷＲＩＴＥ
ＷＲＩＴＥ ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ ＳＥＴＵＰ ＡＮＤ ＵＴＩＬＩＴＹ ＳＹＳＴＥＭ
ＷＲＩＴＥ
ＷＲＩＴＥ ＰＲＯＪＥＣＴ ＆ＰＲＪ
ＷＲＩＴＥ ＵＳＥＲ－ＩＤ ＆ＳＹＳＵＩＤ
ＷＲＩＴＥ ＳＴＡＲＴ ＆ＳＹＳＴＩＭＥ ＆ＳＹＳＤＡＴＥ
ＷＲＩＴＥ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
Ｇ００： ＩＦ ＆ＴＹＰＥ＝１ ＴＨＥＮ ＤＯ

ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＡＮＭＳＧ’） Ｆ（ＡＭＳＧ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＡＮＭＥＮＵ’） Ｆ（ＳＹＳＭＥＮＵ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＥＮＤ

ＥＬＳＥ ＤＯ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＪＥＦＭＳＧ’） Ｆ（ＪＭＳＧ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＪＥＦＭＥＮＵ’） Ｆ（ＳＹＳＭＥＮＵ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＥＮＤ

Ｇ０１： ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＭＡＳＴＥＲ’） Ｆ（ＭＳＴＬＩＢ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（＊） Ｆ（ＳＹＳＯＵＴ） ＳＨＲ
ＬＩＢ （’＆ＬＯＡＤ’ ＋

’＆ＣＯＢＬＩＢ’ ＋
’＆ＩＰＦＬＩＢ’ ＋
’＆ＧＥＭＬＩＢ’ ＋
’＆ＵＴＹＬＩＢ’ ＋
’＆ＡＤＪＵＳＴ’）

ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＯＭＡＴ）’ ＋
’ＳＹＳＤＡ ＆ＴＹＰＥ＆ＰＲＪ’

Ｇ９９： ＦＲＥＥ Ｆ（ＳＹＳＩＮ ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＳＹＳＯＵＴ ＳＹＳＭＥＮＵ ＡＭＳＧ ＪＭＳＧ ＭＳＴＬＩＢ）
ＬＩＢ
ＰＲＯＦＩＬＥ ＮＯＷＴＰＭＳＧ
ＷＲＩＴＥ
ＷＲＩＴＥ ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ ＳＥＴＵＰ ＡＮＤ ＵＴＩＬＩＴＹ ＳＹＳＴＥＭ ＥＮＤ
ＷＲＩＴＥ

ＥＸＩＴ

図９．２５ 環境セットアップ起動用コマンドプロシジャ：ＤＢＳＥＴＵＰ

４３



ＰＲＯＣ ０
ＴＩＭＥ

ＣＯＮＴＲＯＬ ＭＡＩＮ ＮＯＣＯＮＬＩＳＴ ＮＯＭＳＧ ＮＯＬＩＳＴ
ＰＲＯＦＩＬＥ ＷＴＰＭＳＧ
ＳＥＴ ＆ＬＯＡＤ＝＠ＤＳＮ０１＠ ①
ＳＥＴ ＆ＡＮＭＳＧ＝＠ＤＳＮ１０＠ ②
ＳＥＴ ＆ＡＮＭＥＮＵ＝＠ＤＳＮ０２＠ ③
ＳＥＴ ＆ＪＥＦＭＳＧ＝＠ＤＳＮ１３＠ ④
ＳＥＴ ＆ＪＥＦＭＥＮＵ＝＠ＤＳＮ０３＠ ⑤
ＳＥＴ ＰＲＪ＝＆ＳＹＳＵＩＤ
ＦＲＥＥ Ｆ（ＰＲＪＬＩＢ ＡＤＬＣＮＴＬ ＤＢＡＣＳＴＢＬ ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＲＡＣＶＴＴＢＬ ＬＯＧＬＳＴ ＋

ＳＹＳＩＮ ＳＹＳＯＵＴ ＳＹＳＭＥＮＵ ＡＭＳＧ ＪＭＳＧ）
ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＺＦＥＤ）’
ＬＩＢ ’％Ｐ０２’
ＡＬＬＯＣ ＤＤ（ＳＹＳＯＵＴ） ＤＳ（＊） ＲＥＵ

ＷＲＩＴＥ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＰＲＦ０）’ ’ＴＤ’

ＷＲＩＴＥ （ＡＩＭ Ｖ２０） ＡＩＭ Ｖ１２では（ＡＩＭ Ｖ１２）
ＷＲＩＴＥ
ＷＲＩＴＥ ＤＡＴＡＢＡＳＥ ＤＩＳＰＬＡＹ ＡＮＤ ＵＰＤＡＴＥ ＳＹＳＴＥＭ
ＷＲＩＴＥ
ＷＲＩＴＥ ＰＲＯＪＥＣＴ ％Ｐ１１
ＷＲＩＴＥ ＵＳＥＲ－ＩＤ ＆ＳＹＳＵＩＤ
ＷＲＩＴＥ ＳＴＡＲＴ ＆ＳＹＳＴＩＭＥ ＆ＳＹＳＤＡＴＥ
ＷＲＩＴＥ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ＳＥＴ ＆ＭＡＸＣＣ＝０
ＳＥＴ ＆ＬＡＳＴＣＣ＝０
ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＸ０１０）’
ＣＯＮＴＲＯＬ ＭＡＩＮ ＮＯＣＯＮＬＩＳＴ ＭＳＧ ＮＯＬＩＳＴ
ＩＦ ＆ＭＡＸＣＣ＾＝０ ＴＨＥＮ ＤＯ

ＳＥＴ ＆ＴＹＰＥ＝０
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＪＥＦＭＳＧ’） Ｆ（ＪＭＳＧ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＪＥＦＭＥＮＵ’） Ｆ（ＳＹＳＭＥＮＵ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＥＮＤ

ＥＬＳＥ ＤＯ
ＳＥＴ ＆ＴＹＰＥ＝１
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＡＮＭＳＧ’） Ｆ（ＡＭＳＧ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’＆ＡＮＭＥＮＵ’） Ｆ（ＳＹＳＭＥＮＵ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＥＮＤ

Ｇ０１： ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’％Ｐ１１．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡ’） Ｆ（ＰＲＪＬＩＢ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＡＤＬＣＮＴＬ’） Ｆ（ＡＤＬＣＮＴＬ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＤＢＡＣＳＴＢＬ’） Ｆ（ＤＢＡＣＳＴＢＬ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＤＢＦＭＴＴＢＬ’） Ｆ（ＤＢＦＭＴＴＢＬ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（’％Ｐ１１．ＤＢＳＰ．ＲＡＣＶＴＴＢＬ’） Ｆ（ＲＡＣＶＴＴＢＬ） ＳＨＲ ＲＥＵ
ＡＬＬＯＣ ＤＡ（＊） Ｆ（ＳＹＳＯＵＴ）
ＡＩＭＡＬＬＯＣ ＰＥＤ（％Ｐ５５） ＡＰＧ（％Ｑ２０） ＤＩＤ（％Ｑ２１） ＡＩＭ Ｖ１２ ではＰＥＤ（％Ｐ５５） ＡＰＧ（％Ｑ２０）
ＩＦ ＆ＬＡＳＴＣＣ＝０ ＴＨＥＮ ＤＯ
ＬＩＢ （’＆ＬＯＡＤ’ ＋

’％Ｐ０２’ ＋
’％Ｐ０３’ ＋
’％Ｐ０５’）

Ｇ９８： ＣＡＬＬ ’％Ｐ１１．ＤＢＳＰＶ３１．ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＢＭＡＴ）’ ＋
’＆ＰＲＪ＊＆ＴＹＰＥ＊％Ｐ１１’

ＡＩＭＦＲＥＥ ＰＥＤ（％Ｐ５５）
ＥＮＤ
ＣＯＮＴＲＯＬ ＭＡＩＮ ＮＯＣＯＮＬＩＳＴ ＮＯＭＳＧ ＮＯＬＩＳＴ
ＦＲＥＥ Ｆ（ＰＲＪＬＩＢ ＡＤＬＣＮＴＬ ＤＢＡＣＳＴＢＬ ＤＢＦＭＴＴＢＬ ＲＡＣＶＴＴＢＬ ＬＯＧＬＳＴ ＋

ＳＹＳＩＮ ＳＹＳＯＵＴ ＳＹＳＭＥＮＵ ＡＭＳＧ ＪＭＳＧ）
ＦＲＥＥ ＤＡ（’％Ｐ１１．ＤＢＳＰＶ３１．ＬＯＡＤ’）
ＬＩＢ
ＰＲＯＦＩＬＥ ＮＯＷＴＰＭＳＧ
ＷＲＩＴＥ
ＷＲＩＴＥ ＤＡＴＡＢＡＳＥ ＤＩＳＰＬＡＹ ＡＮＤ ＵＰＤＡＴＥ ＳＹＳＴＥＭ ＥＮＤ
ＷＲＩＴＥ

ＥＸＩＴ

図９．２６ データベース更新・表示起動用コマンドプロシジャ：ＤＢＵＰＤＡＴＥ
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ＰＲＯＣ ０
ＴＩＭＥ

ＣＯＮＴＲＯＬ ＮＯＣＯＮＬＩＳＴ ＮＯＭＳＧ ＮＯＬＩＳＴ
ＰＲＯＦＩＬＥ ＷＴＰＭＳＧ ＭＳＧＩＤ
ＳＥＴ ＆ＬＯＡＤ＝＠ＤＳＮ０１＠ ①
ＳＥＴ ＆ＣＯＢＬＩＢ＝＠ＤＳＮ０６＠ ②
ＦＲＥＥ Ｆ（ＳＹＳＯＵＴ）
ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＺＦＥＤ）’

ＷＲＩＴＥ
ＷＲＩＴＥ ＳＩＭＰＬＩＡ／プロフィール情報出力
ＷＲＩＴＥ

ＡＬＬＯＣ ＤＤ（ＳＹＳＯＵＴ） ＤＳ（＊） ＲＥＵ
ＬＩＢ ’＆ＣＯＢＬＩＢ’
ＣＡＬＬ ’＆ＬＯＡＤ（ＪＳＭＤＰＲＦ０）’ ’ＰＤ’
ＦＲＥＥ Ｆ（ＳＹＳＯＵＴ）
ＦＲＥＥ ＤＡ（’＆ＬＯＡＤ’）
ＬＩＢ

ＥＸＩＴ

図９．２７ プロフィール参照用コマンドプロシジャ：ＰＲＯＦＩＬＥ

／／Ｕ００６１４Ｔ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６１４ ＪＯＢ 文
／／ＪＯＢＰＲＯＣ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＢＳＰ プ ロジ エクトカンリジ ヨウホウ コンバ －ト ＪＣＬ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＣＯＮＶＥＲＴ ＥＸＥＣ ＰＲＯＣ＝ＰＲＯＣＣＯＮＶ，
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ， ②
／／ ＭＡＳＴＮＥＷ＝’＠ＤＳＮ１６＠’， ①
／／ ＬＯＡＤＮＥＷ＝’＠ＤＳＮ０１＠’， ③
／／ ＣＯＢＬＩＢ＝’＠ＤＳＮ０６＠’， ④
／／ ＭＡＳＴＯＬＤ＝’＠ＤＳＮ３０＠’， ⑤
／／ ＬＯＡＤＯＬＤ＝’＠ＤＳＮ３１＠’ ⑥
／／ＳＴＥＰ０１．ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＳＹＳＵＴ１，ＯＵＴＤＤ＝ＳＹＳＵＴ２
ＳＥＬＥＣＴ ＭＥＭＢＥＲ＝ＪＳＭＤＸ０００

／＊
／／

図９．２８ プロジェクト管理情報コンバート用ＪＣＬ ：＠ＣＯＮＶＥＲＴ

／／Ｕ００６１４Ｔ ＪＯＢ ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ，ＮＯＴＩＦＹ＝Ｕ００６１４ ＪＯＢ 文
／／ＪＯＢＰＲＯＣ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ１６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０１＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝＠ＤＳＮ０６＠，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＴＦ－ＤＢＳＰ プ ロジ エクトフアイル サクジ ヨ ＪＣＬ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＤＥＬＰＲＪ ＥＸＥＣ ＰＲＯＣ＝ＰＲＯＣＤＥＬ，
／／ ＰＲＯＪＥＣＴ＝Ｕ００６１４， ④
／／ ＭＡＳＴＥＲ＝’＠ＤＳＮ１６＠’ ⑤
／／

図９．２９ プロジェクト削除用ＪＣＬ ：＠ＤＥＬＥＴＥ
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９．６ ＤＢＳＰの稼動確認

稼動確認用提供スキーマを使用し，ＤＢＳＰの稼動確認を行う．

（１） 稼動確認用提供スキーマの修正

図９．３０に示す稼動確認用提供スキーマ（ＤＢＳＰマスタファイルのメンバ：ＩＮＳＣＨＫＳＣ）を修正する．

下線部は修正箇所であり，修正箇所の内容を以下に示す．

① スキーマグループ名

② ネットワークデータベース用データセット名

③ ネットワークデータベース用データセットを作成するボリューム通し番号

④ ネットワークデータベース用データセットを作成するＵＮＩＴタイプ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊ ＩＮＳＴＡＬＬ ＣＨＥＣＫ ＳＣＨＥＭＡ ＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ＳＣＨＥＭＡ ＮＡＭＥ ＩＳ ＩＮＳＣＨＫＳＣ ；

ＳＣＨＥＭＡ ＧＲＯＵＰ ＮＡＭＥ ＩＳ Ｎ３ＳＧ０ ； ①
ＤＡＴＥ－ＷＲＩＴＴＥＮ ９６－０５－０１．

＊
ＲＥＣＯＲＤ ＮＡＭＥ ＩＳ Ａ００１ＲＥＣ ；

ＬＯＣＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥ ＩＳ ＲＡＮＤＯＭ
ＵＳＩＮＧ Ａ１－ＩＴＥＭ０１ ＤＵＰＬＩＣＡＴＥＳ．

＊
＊ １ Ａ００１ＲＥＣ．

２ Ａ１－ＩＴＥＭ０１ ； ＰＩＣ ９（５）．
２ Ａ１－ＩＴＥＭ０２ ； ＰＩＣ ９（３）．
２ Ａ１－ＩＴＥＭ０３ ； ＰＩＣ Ｘ（１）．
２ Ａ１－ＩＴＥＭ０４ ； ＰＩＣ Ｘ（８）．
２ Ａ１－ＩＴＥＭ０５ ； ＰＩＣ Ｘ（３）．
２ Ａ１－ＩＴＥＭ０６ ； ＰＩＣ Ｘ（３０）．

＊
ＲＥＣＯＲＤ ＮＡＭＥ ＩＳ Ａ００２ＲＥＣ．

＊
＊ １ Ａ００２ＲＥＣ．

２ Ａ２－ＩＴＥＭ０１ ； ＰＩＣ Ｘ（８）．
２ Ａ２－ＩＴＥＭ０２ ； ＰＩＣ Ｘ（８）．
２ Ａ２－ＩＴＥＭ０３ ； ＰＩＣ Ｓ９（０４）．
２ Ａ２－ＩＴＥＭ０４ ； ＰＩＣ Ｘ（３０）．

＊
ＳＥＴ ＮＡＭＥ ＩＳ ＳＥＴ００００１ ；

ＯＷＮＥＲ ＩＳ Ａ００１ＲＥＣ ；
ＭＥＭＢＥＲ ＩＳ Ａ００２ＲＥＣ．

＊
ＲＡＮＧＥ ＮＡＭＥ ＩＳ ＲＡ１ＲＥＮＴＡ ；

ＲＥＣＯＲＤ ＩＳ Ａ００１ＲＥＣ ；
ＰＲＩＭＥ ＩＳ ５ ；
ＬＯＧＩＣＡＬ ＰＡＧＥ ＩＳ ２．

＊
ＲＡＮＧＥ ＮＡＭＥ ＩＳ ＲＡ２ＲＥＮＴＡ ；

ＲＥＣＯＲＤ ＩＳ Ａ００２ＲＥＣ ；
ＰＲＩＭＥ ＩＳ １ ；
ＬＯＧＩＣＡＬ ＰＡＧＥ ＩＳ ２ ；
ＴＹＰＥ ＩＳ ＣＹＣＬＥ．

＊
ＤＡＴＡＳＥＴ ＮＡＭＥ ＩＳ Ｕ００６１５．ＩＮＳＣＨＫＳＣ ； ②

ＰＡＧＥ ＣＯＮＴＡＩＮＳ １３４００．
＊

ＶＯＬＵＭＥ ＩＳ ＳＦ１００４ ； ③
ＵＮＩＴ ＮＡＭＥ ＩＳ Ｆ６４２５ ； ④
ＬＯＣＡＴＥ ＲＡ１ＲＥＮＴＡ，

ＲＡ２ＲＥＮＴＡ．
ＥＮＤ．

図９．３０ 稼動確認用提供スキーマ：ＩＮＳＣＨＫＳＣ
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（２） 実施手順

以下に示すフローどおりにＤＢＳＰの稼動確認を実施する．

なお，ＤＢＳＰの詳しい操作方法は，“３． 適用マニュアル”に記載のマニュアルを参照されたい．

スキーマの登録 ＡＩＭ ユーティリティ：ＪＸＤＤＤＭＳ を使用し，⑴で修正した提
供スキーマ：ＩＮＳＣＨＫＳＣを，ＡＩＭ ディレクトリに登録する．

ＤＢＳＥＴＵＰ

環境セットアップ ＤＢＳＰマスタファイルのメンバ：ＤＢＳＥＴＵＰ を使用し，環境セ
ットアップを起動する．環境セットアップ・メニュー画面
が表示されることを確認し，画面操作により環境セットア
ップ処理を行う．（注１）
その際には，提供スキーマ：ＩＮＳＣＨＫＳＣを指定する．

データベースの初期化 環境セットアップ・メニュー画面からユーティリティを選
択し，データベースの初期化（ＡＤＩＮＴ） を行う．

ＤＢＵＰＤＡＴＥ
データベースの更新・表示 プロジェクトマスタファイル（注２）のメンバ：ＤＢＵＰＤＡＴＥ

を使用し，データベース更新・表示を起動する．更新・表
示のメニュー画面が表示されることを確認し，画面操作に
よりデータベースの更新・表示処理を行う．最初の起動時
にはデータが０件のため，まずデータベースにデータを格
納し，次に格納したデータが正常に表示および更新される
ことを確認する．

ＤＢＳＥＴＵＰ
データベースの削除 環境セットアップを起動し，環境セットアップ・メニュー

画面からユーティリティを選択し，データベースの削除（
ＳＣＲＡＴＣＨ）を行う．

＠ＤＥＬＥＴＥ
プロジェクト環境の削除 ＤＢＳＰマスタファイルのメンバ：＠ＤＥＬＥＴＥ を使用し，稼動確

認を行ったプロジェクトを削除する．（注３）

サブスキーマ，ＰＥＤ の削除 ＡＩＭ ユーティリティ：ＪＸＤＤＤＭＳ を使用し，稼動確認のプロ
ジェクトで使用したサブスキーマとＰＥＤ（更新用と印刷用）
を，ＡＩＭ ディレクトリから削除する．

スキーマの削除 ＡＩＭ ユーティリティ：ＪＸＤＤＤＭＳ を使用し，提供スキーマ ：
ＩＮＳＣＨＫＳＣを，ＡＩＭ ディレクトリから削除する．

稼動確認の終了

注１）旧Ｖ／Ｌ のＣＯＰＹ句環境を流用する場合（◆参照 → ５．４．１ ）または旧Ｖ／Ｌ のプロジェク

ト環境を流用する場合（◆参照 → ５．５．１ ）には，旧Ｖ／Ｌ で使用していたプロジェクト

名およびプロジェクトで使用していたサブスキーマ名とＰＥＤ 名は使用してはならない．使

用した場合には，旧Ｖ／Ｌ のプロジェクト環境が稼動確認用の環境と置き換わり，旧Ｖ／Ｌ の

環境が流用できなくなるので注意されたい．

注２）環境セットアップ後に生成されるプロジェクト名．ＭＡＳＴＥＲ．ＤＡＴＡを指す．

注３）データベース更新・表示において，ユーザＩＤ単位に必ず割り当てられるワークファイル

のユーザＩＤ．ＤＢＳＰ．ＬＯＧＬＳＴは削除されないため，別途削除を行う．

４７



１０．プログラム修正事項

前回提供のソフトウェアに対して以下のプログラム修正が行われている．

ただし，機能追加または強化に伴う修正内容を除く．（◆参照 → ４）

表１０．１ プログラム修正事項（続く）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

１ 対象レコード入力画面，メンバレコード入力画面，オーナレコード入力 ＪＳＭＤＳ０７０
画面および一括更新処理の制御文において，第１階層にシステムエントリ
を指定（拡張インデックス指定は除く）した場合，一度全件を読み込んだ
後に該当レコードに位置付けを行っている．
（対処）
全件読込みを無くし，該当レコードへの位置付けを行うように修正した．

２ データ更新画面からＳＴＯＲＥ コマンドを投入して格納データ入力画面に遷 ＪＳＭＤＢ２００
移した後，ＰＦ３ キーでＳＴＯＲＥ コマンドを取り消した場合，データ更新画面
に戻るとデータが初期値で表示される．
（対処）
ＰＦ３ キーでＳＴＯＲＥ コマンドを取り消した場合，データ更新画面に戻ると

ＳＴＯＲＥ コマンド投入時のデータが表示されるように修正した．

３ ＵＴＩＬＩＴＹ－インデックステーブルのルート情報入力１画面において，オプ ＪＳＭＤＵ３２０
ション“Ｄ”を指定した場合，“データセットの削除完了”のメッセージ
が表示されてもオプション欄がクリアされない．
（対処）
“データセットの削除完了”のメッセージが表示されたとき，オプショ

ン欄がクリアされるように修正した．

４ 一括更新処理において，メンバレコードを持つオーナレコードに対して ＪＳＭＤＦ０２０
ＥＲＡＳＥ ＯＮＬＹの指定を行うと，ＤＢＳＣＢ＝０３， ＤＢＥＣＢ＝００となりレコードは削除さ ＪＳＭＤＦ０４０
れないが，一括更新結果リストのＥＲＡＳＥ ＮＯＲＭＡＬ件数がカウントされ削除さ
れたことになっている．
（対処）
メンバレコードを持つオーナレコードに対してＥＲＡＳＥ ＯＮＬＹの指定を行っ

た場合，ＤＢＳＰ９０３２－Ｓのメッセージが出力され処理が中止されるように修正
した．

５ アイテム名選択画面において，アイテム数が１００ 以上５０の倍数のとき， ＪＳＭＤＳ２２０
集団項目を選択し，その集団項目配下には選択していないアイテムが最終
まで５１以上存在する場合，ＥＮＴＥＲ キーを押下すると処理中のままになる．
（対処）
アイテム数が１００ 以上５０の倍数の場合でも集団項目のみを選択できるよ

うに修正した．

６ ＣＯＰＹ環境識別名に“ＡＤＬＳＯＣ”を指定すると，プロジェクトマスタファイ ＪＳＭＤＯ０４０
ルのメンバ：ＡＤＬＳＯＣの内容がＣＯＰＹ環境識別名の関連情報に置き換わる． ＪＳＭＤＯ０４６
（対処）
環境識別名の予約語の見直しを行い，ＣＯＰＹ句またはＹＰＳ 構造体の環境セ

ットアップにおいて，環境識別名に“ＡＤＬＳＯＣ”を指定した場合，エラーに
なるように修正した．

７ レコードの更新処理において，ＲＣＯＰＹ コマンド投入により孤立レコード ＪＳＭＤＢ２４０
が発生した場合，孤立レコード発生の警告メッセージが表示されない．
（対処）
孤立レコード発生の警告メッセージが表示されるように修正した．

８ 対象レコード入力画面において，ＮＥＸＴまたはＰＲＩＯＲ コマンドが“コマン ＪＳＭＤＢ１１０
ドの投入契機誤り”となる場合，コマンド欄は高輝度になるが入力したコ
マンドがクリアされる．
（対処）
対象レコード入力画面，メンバレコード入力画面またはオーナレコード

入力画面において，メッセージが表示された場合，入力したコマンドが残
るように修正した．

９ セット構造の変更において，リング形態のメンバレコードをリスト形態 ＪＳＭＤＢ１４０
のセットに対して結合した場合，メンバレコード内容表示画面に復帰後，
ＮＥＸＴコマンドを投入するとＤＢＳＣＢ＝００ ＤＢＥＣＢ＝３１ の重症エラーになる．
（対処）
上記条件でＮＥＸＴコマンドが正常動作するように修正した．
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表１０．１ プログラム修正事項（続く）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

１０ 拡張インデックスを持つシステムエントリの場合，拡張インデックスで ＪＳＭＤＢ２４０
位置付けた後にＲＣＯＰＹ コマンドを投入すると，孤立レコードになる．
（対処）
拡張インデックスで位置付けた後にＲＣＯＰＹ コマンドを投入しても孤立レ

コードにならないように修正した．

１１ ユーティリティなどの一覧画面において，明細の数がちょうど１画面分 ＪＳＭＤＵ１００ ＪＳＭＤＵ３１０
の場合，ＰＦ８ キーの押下で最終明細が画面の先頭に表示されない場合があ ＪＳＭＤＵ１１０ ＪＳＭＤＵ３３０
る． ＪＳＭＤＵ２００ ＪＳＭＤＵ４２０
（対処） ＪＳＭＤＵ２１０ ＪＳＭＤＳ１００
一覧画面に表示されている明細の数がちょうど１画面分の場合，ＰＦ８ キ ＪＳＭＤＵ３００

ーを押下すると最終明細が画面の先頭に表示されるように修正した．

１２ ＣＯＰＹ句メンバ名の入力画面，ＹＰＳ 構造体メンバ名の入力画面またはＨＥＬＰ ＪＳＭＤ００４０
・レコード名一覧画面において，レコード名の件数が ９９９件の場合，最終 ＪＳＭＤＯ０４６
ページが正しく表示されない． ＪＳＭＤＳ１００
（対処）
レコード名の件数が ９９９件の場合でも最終ページが正しく表示されるよ

うに修正した．

１３ 英語画面において重症エラーが発生した場合，メッセージのＤＢＳＣＢ およ ＪＳＭＤＸ１８１
びＤＢＥＣＢ が３桁で表示される．例： ＤＢＳＣＢ ＝００Ｘ ＤＢＥＣＢ ＝６２Ｘ
（対処）
ＤＢＳＣＢ とＤＢＥＣＢ が２桁で表示されるように修正した．

１４ ＣＯＰＹ句データセットメニュー画面において，ＣＯＰＹ環境識別名の登録数が ＪＳＭＤＪ２２０
制限（５０個）を超えてもエラーにならない場合がある．
（対処）
ＣＯＰＹ句または ＹＰＳ構造体環境セットアップバッチジョブにおいて，環境

識別名が既に制限数まで登録されていた場合は，ＤＢＳＰＨ００８－Ｕのメッセージ
が出力されるように修正した．

１５ ユーティリティにおいて，ＬＯＣＡＴＥコマンドが誤動作する場合がある． ＪＳＭＤＵ１００ ＪＳＭＤＵ３１０
例： コマンド名が“ＬＯＣＡＴＥ”の場合，コマンド欄の５桁目以降（ＴＥ～） ＪＳＭＤＵ２００ ＪＳＭＤＵ３３０

がアイテム名とみなされる． ＪＳＭＤＵ３００ ＪＳＭＤＵ４２０
（対処）
ＬＯＣＡＴＥコマンドが正常動作するように修正した．

１６ ＵＴＩＬＩＴＹ－インデックス情報初期化の情報確認画面において，サブレンジ ＪＳＭＤＵ２１０
分割されたインデックス用データセットのシステム算出容量は常に１にな ＪＳＭＤＵ５４０
る．
（対処）
サブレンジ分割されたインデックス用データセットのシステム算出容量

が正しく表示されるように修正した．

１７ ＵＴＩＬＩＴＹ－初期化対象データセット選択画面またはＵＴＩＬＩＴＹ－インデックス ＪＳＭＤＵＭ０１
テーブルの創成モード選択画面において，オプション’１’ を指定してエラ
ーになった場合，オプション欄がクリアされる．
（対処）
オプション欄はクリアされず，高輝度になるように修正した．

１８ 環境セットアップのバッチジョブにおいて，ＤＢＳＰＡ００７－Ｅのメッセージ本 ＪＳＭＤＪ１７０
文にプログラム名が出力されない． ＪＳＭＤＪ２２０
（対処）
ＤＢＳＰＡ００７－Ｅのメッセージ本文にプログラム名が出力されるように修正し

た．

１９ アイテム名選択画面以外でＣＬＥＡＲ コマンドの簡略形“ＣＬ”を投入すると ＪＳＭＤＸ２４０
“コマンド名不当”になる．
（対処）
“ＣＬ”がＣＬＥＡＲ コマンドとして認識されるように修正した．

２０ アイテム名選択画面において，ＬＡＳＴコマンドが“コマンド名不当”にな ＪＳＭＤＸＩＴＭ
る．
（対処）
アイテム名選択画面で無効なコマンドの場合は“コマンドの投入契機誤

り”，ＤＢＳＰのコマンド以外は“コマンド名不当”になるように修正した．

４９



表１０．１ プログラム修正事項（続く）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

２１ データ更新画面または格納データ入力画面において，編集用コマンドを ＪＳＭＤＢ４００
投入した後，ＲＣＡＮＣＥＬ コマンドが有効にならない．
（対処）
編集用コマンドを投入した後でもＲＣＡＮＣＥＬ コマンドが有効になるように

修正した．

２２ メンバレコード指定画面において，“メンバレコードなし”となった場 ＪＳＭＤＢ１４２
合，アイテム指定欄の上段のみ高輝度になり下段が高輝度にならない．
（対処）
アイテム指定欄が高輝度になる場合は下段も高輝度になるように修正し

た．また，エラー表示を以下のように修正した．
－ メンバレコードが１件も存在しない場合，“メンバレコードなし”
となりメンバレコード名欄が高輝度になる．

－ 件数指定の条件に一致しない場合，“件数が大きすぎる”となり件
数指定欄が高輝度になる．

－ アイテム指定の条件に一致しない場合，“該当レコードなし”とな
りアイテム指定欄が高輝度になる．

２３ 一括更新処理において，ＤＡＴＡ文またはＣＯＮＮＥＣＴ 文の記述に文法的な誤り ＪＳＭＤＦ０１０
があると，結果リストに出力されない場合や重複して出力される場合があ
る．また，文法的な誤りがあっても処理が継続される場合がある．
（対処）
指定したとおりの制御文が結果リストに出力されるように修正した．ま

た，制御文の指定に重大な誤りがある場合は処理が中止されるように修正
した．

２４ 各画面において，ＰＦ１２キーを押下するとき“＝ｌ．ｍ．ｎ”を指定しても各機 ＪＳＭＤＸ１８０
能のメニュー画面に遷移する場合がある．
（対処）
各機能のメニュー画面でオプション“ｌ．ｍ．ｎ”を指定した画面に遷移す

るように修正した．

２５ 格納データ入力画面または被結合レコードデータ表示画面において，ＰＦ ＪＳＭＤＢ４００
５ キーを押下しても“コマンドの投入契機誤り”のメッセージが表示され
ない場合がある．
（対処）
ＰＦ５ キーを押下すると“コマンドの投入契機誤り”のメッセージが表示

されるように修正した．

２６ 一括更新処理において，格納対象レコードのセットタイプがリスト形態 ＪＳＭＤＦ０２０
の場合，ＭＯＤＥ文にモードを指定してもユーザ出口のサブ処理モードに通知
されない．
（対処）
一括更新処理のＭＯＤＥ文にモードを指定した場合，ユーザ出口のサブ処理

モードに通知されるように修正した．

２７ 一括更新処理において，データ制御文のＩＴＥＭ文のデータ値を複数行で指 ＪＳＭＤＦ０１０
定するとき，継続指定がなく，ＩＴＥＭ長と一致していない場合，メッセージ
ＤＢＳＰ９０１９－Ｓの後に出力されるＤＢＳＰ９０２５－ＳまたはＤＢＳＰ９０２６－Ｓの行番号が６４４８
となる．
（対処）
制御文の指定に重大な誤りがある場合は処理が中止されるように修正し

た．このため，メッセージＤＢＳＰ９０１９－Ｓが出力された場合，他のメッセージ
は出力されない．

２８ ＵＴＩＬＩＴＹ－インデックス情報選択リスト画面にてインデックス用データセ ＪＳＭＤＵ２１０
ットを削除した後，ＵＴＩＬＩＴＹ－ＩＸＧＥＮ の対象ＲＯＵＴＥ 選択画面に遷移すると，
削除データセットに該当するＲＯＵＴＥ の状態欄が空白になっていない．
（対処）
ＵＴＩＬＩＴＹ－ＩＸＧＥＮ の対象ＲＯＵＴＥ 選択画面において，削除データセットに該

当するＲＯＵＴＥ の状態欄は空白になるように修正した．

２９ 対象レコード入力画面，メンバレコード入力画面またはオーナレコード ＪＳＭＤＢ１１０
入力画面において，コマンドのオペランドが正しくチェックされない．
例：不当なオペランドがエラーとならない．

（対処）
コマンドのオペランドが正しくチェックされるように修正した．
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表１０．１ プログラム修正事項（続く）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

３０ 一括更新処理において，ＣＯＮＮＥＣＴ 文でリスト形態へのセット結合を行う ＪＳＭＤＦ０１０
と以下のメッセージが出力される．
ＪＸＨＭ０２Ｉ Ｚ０ ＥＲＲＯＲ ＯＣＣＵＲＲＥＤ ＩＮ ＤＢＭＳ ＣＯＮＮＥＣＴ ０７２－２６Ｂ
ＤＢＳＰ９０２１－Ｅ ＤＢ ＡＣＣＥＳＳ ＥＲＲＯＲ ＤＢＳＣＢ＝００ ＤＢＥＣＢ＝２２
または
ＤＢＳＰ９００８－Ｓ ＣＯＵＮＴ ＯＰＴＩＯＮ： ＲＥＬＡＴＩＶＥ ＣＯＵＮＴ ＥＸＣＥＥＤＥＤ

（対処）
ＣＯＮＮＥＣＴ 文でリスト形態へのセット結合が行われた場合には，以下のメ

ッセージが出力されるように修正した．
ＤＢＳＰ９０１７－Ｓ ＣＯＮＮＥＣＴ ＯＰＴＩＯＮ： ＳＥＴ ＮＡＭＥ ＥＲＲＯＲ

３１ 拡張インデックス名選択リスト画面において，拡張インデックス名を選 ＪＳＭＤＢ１１０
択することで遷移した対象レコード入力画面，メンバレコード入力画面ま
たはオーナレコード入力画面から前画面（更新・表示のメニュー画面また
はメンバレコード内容表示画面）に戻ると，レコードの更新またはセット
構造の変更が正しく動作しない．例：対象レコード入力画面において，入
力内容のチェックが行われない．データ更新画面に遷移できるが，レコー
ド内容が表示されない．
（対処）
上記条件でもレコードの更新またはセット構造の変更が正しく動作する

ように修正した．

３２ 一括更新処理において，エントリキーにより位置付けた可変型レコード ＪＳＭＤＦ０１０
の削除処理を行うと処理中のままになる． ＪＳＭＤＦ０２０
（対処）
上記条件でも可変型レコードを削除できるように修正した．

３３ 可変型レコードの制御データ項目にＯＣＣＵＲＳ句が指定されている場合，ＯＣ ＪＳＭＤＪ５００
ＣＵＲＳ句の繰返し分が制御データ項目として認識されない．このためＳＴＯＲＥ
コマンドでは，ＯＣＣＵＲＳ １の領域分しか初期化（ＨＩＧＨ－ＶＡＬＵＥクリア）されな
い．
（対処）
可変型レコードの制御データ項目にＯＣＣＵＲＳ句が指定されている場合，ＯＣ

ＣＵＲＳ句全体を制御データ項目として認識するように修正した．

３４ 環境セットアップにおいて，選択したスキーマが以下の条件の場合に， ＪＳＭＤＪ０４０
環境セットアップのバッチジョブがＳ０Ｃ７で異常終了する．
－ 論理結合の結合レコードが定義されている．
－ 論理結合の被結合レコードが定義されていない．
－ セット構造が定義されていない．

（対処）
上記条件でも環境セットアップのバッチジョブが正常に処理されるよう

に修正した．

３５ アイテム種類にサブスキーマを選択した場合，ＳＴＯＲＥ コマンドによりレ ＪＳＭＤＢ２００
コードの格納を行うとスキーマのフォーマットでデータが初期化される．
また，可変型レコードの場合には，制御データ項目が初期化（ＨＩＧＨ－ＶＡＬＵＥ
クリア）されない．
（対処）
アイテム種類にサブスキーマを選択した場合，サブスキーマのフォーマ

ットで初期化されるように修正した．また，可変型レコードの制御データ
項目が初期化されるように修正した．

３６ 対象レコード入力画面，メンバレコード入力画面，オーナレコード入力 ＪＳＭＤＢ１１０
画面，検索条件入力画面，メンバレコードの検索条件入力画面またはオー
ナレコード検索条件入力画面において，アイテム指定による検索で指定さ
れた件数が存在しない場合，“該当レコードなし”のメッセージが出力さ
れる．また，検索条件入力画面，メンバレコードの検索条件入力画面また
はオーナレコード検索条件入力画面から前画面（対象レコード入力画面，
メンバレコード入力画面またはオーナレコード入力画面）に遷移して，“
件数が大きすぎる”のメッセージが出力される場合，カーソルがコマンド
欄に位置付く．
（対処）
アイテム指定による検索で指定された件数が存在しない場合には，“件

数が大きすぎる”のメッセージを出力するように修正した．また，前画面
に遷移して“件数が大きすぎる”のメッセージを出力する場合には，件数
指定の入力欄にカーソルが位置付くように修正した．
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表１０．１ プログラム修正事項（続く）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

３７ ユーティリティ（ＡＤＩＮＴ， ＩＸＧＥＮ）で使用するワークファイルの割当てボ ＪＳＭＤＯＭ０１
リューム通し番号に，データベースを作成するボリューム通し番号が使用 ＪＳＭＤＵ１１０
される． ＪＳＭＤＵ２１０
（対処） ＪＳＭＤＵ３３０
ＤＢＳＰの環境生成メニュー画面で指定するワークファイル用のボリューム ＪＳＭＤＵ４３０

通し番号が使用されるように修正した． ＪＳＭＤＵ５７０

３８ 環境セットアップにおいて以下の操作を行った場合，対象サブスキーマ ＪＳＭＤＯ０２５
が存在しないにも関わらず，ＡＤＬ－サブスキーマ選択リスト画面に遷移する．

１） ＡＤＬ－サブスキーマ使用選択画面にて，サブスキーマ：ＮＯを指定しＥＮ
ＴＥＲキーを押下
２） ＤＢＳＰの環境生成メニュー画画面にて，ＰＦ３キーを押下
３） ＡＤＬ－サブスキーマ使用選択画面にて，サブスキーマ：ＹＥＳ を指定し
ＥＮＴＥＲキーを押下（ただし，メンバ名は省略すること）

（対処）
ＡＤＬ－スキーマ使用選択画面において，対象サブスキーマが存在しない場

合には，ＡＤＬ－サブスキーマ選択リスト画面に遷移しないように修正した．

３９ ＸＳＰ において，ログ情報ファイル（ＬＯＧＬＳＴ）の割当てに失敗した場合， ＪＳＭＤＢＭ０２
以下のメッセージが出力される．
ＫＥＱ５６７１２Ｉ ＩＮＶＡＬＩＤ ＫＥＹＷＯＲＤ， ＮＯＨＯＬＤ

（対処）
ログ情報ファイルの割当てにおいて，上記メッセージが出力されないよ

うに修正した．

４０ ＰＲＩＮＴ コマンドのオプション１による印刷を４９回繰り返すと，以下のＤＩ ＪＳＭＤＢ３２０
ＳＰＬＡＹ メッセージが出力される．
ＸＳＭＤＸ２７０ ＲＣＮＴＬ－ＰＲＯＣ ＡＤＤＲ ＩＳ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ．Ｒ－ＭＥＭＢＥＲ（ｘｘｘｘｘｘｘｘ）
ＸＳＭＤＸ２７０ ＣＣＮＴＬ－ＰＲＯＣ ＡＤＤＲ ＩＳ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ．
ＤＩＳＰＬＡＹ メッセージが出力された後，再度ＰＲＩＮＴ コマンドのオプション

１による印刷を行うと以下のＤＩＳＰＬＡＹ メッセージと“レコード名不当”の
メッセージが出力され，プリント対象レコード入力画面からメンバ印刷の
検索条件入力画面に遷移できない．
ＸＳＭＤＸ２７０ ＲＣＮＴＬ－ＰＲＯＣ ＡＤＤＲ ＩＳ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ．Ｒ－ＭＥＭＢＥＲ（ｘｘｘｘｘｘｘｘ）
ＸＳＭＤＸ２７０ ＲＣＮＴＬ－ＰＲＯＣ ＡＤＤＲ ＩＳ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ．Ｒ－ＭＥＭＢＥＲ（ｘｘｘｘｘｘｘｘ）

（対処）
ＰＲＩＮＴ コマンドのオプション１による印刷を，繰返し（４９回以上）行な

えるように修正した．

４１ 以下の条件の場合に，ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ コマンドを投入すると“オペランド誤 ＪＳＭＤＸＳＣＤ
り”のメッセージが出力される．
－ ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ 句による再定義が入れ子になっている．
－ 入れ子のＲＥＤＥＦＩＥＮＳ 句を展開させる．
－ ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ コマンドは基本アイテム名を指定する．

（対処）
入れ子の再定義を展開する場合，ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ コマンドに基本アイテム名

を指定できるように修正した．

４２ データ更新画面よりＳＴＯＲＥコマンドの投入で遷移した格納データ入力画 ＪＳＭＤＢ１３０
面において，ＰＦ３キーを押下して格納処理を中断すると，再定義項目が正
しく表示されない．
例：基本アイテム名と再定義アイテム名の両方が表示される．

（対処）
格納データ入力画面よりＰＦ３ キーの押下で格納処理を中断した場合，デ

ータ更新画面における再定義項目は格納データ入力画面の表示状態が保持
されるように修正した．

４３ アイテム名選択画面において，コマンドのエラーになった場合，入力した ＪＳＭＤＸＣＡＮ
コマンドが左詰めされる．
（対処）
エラーになったコマンドが左詰めされないように修正した．

５２



表１０．１ プログラム修正事項（続き）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

４４ ＨＥＬＰ・メニュー画面において，“オプション不当”のメッセージが出力 ＪＳＭＤＳ０８０
された場合，ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面に遷移すると“オプション
不当”のメッセージが出力されたままの状態になる．
以下のＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面が該当する．
－ ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面（対象レコード入力画面）
－ ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面（メンバレコード入力画面）
－ ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面（オーナレコード入力画面）

（対処）
ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面にメッセージが残らないように修正し

た．

４５ ＨＥＬＰ画面において，２ページ目の画面でＰＦ１２キーを押下すると１ページ ＪＳＭＤＳ０８０
目に遷移する．
以下のＨＥＬＰ画面が該当する．
－ ＨＥＬＰ・レコード名一覧画面（対象レコード入力画面）
－ ＨＥＬＰ・レコード名一覧画面（メンバレコード入力画面）
－ ＨＥＬＰ・レコード名一覧画面（オーナレコード入力画面）
－ ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面（データ更新画面）
－ ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面（メンバレコード内容表示画面）
－ ＨＥＬＰ・使用可能コマンド一覧画面（オーナレコード内容表示画面）

（対処）
ＰＦ１，ＰＦ２，ＰＦ４，ＰＦ５，ＰＦ６，ＰＦ１０，ＰＦ１１ およびＰＦ１２キーは無効となるように修

正した．

４６ ＡＤＬ－データセットメニュー画面またはＤＢＳＰの環境生成メニュー画面にお ＪＳＭＤＯ０２０
いて，ボリューム通番またはＵＮＩＴを左詰めで入力しない場合，環境セット ＪＳＭＤＯ０３０
アップのバッチジョブ（＠ＪＣＬ）のボリューム通し番号または装置名が空白と
なる．
（対処）
ボリューム通番またはＵＮＩＴを左詰めで入力していない場合には，メッセ

ージを出力するように修正した．
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１１．制限事項

このソフトウェアを使用する場合の主な制限事項を以下に示す．なお，下記以外の制限事項に関しては，適

用マニュアルを参照されたい． ◆【１】 ２．３

表１１．１ 制限事項

制 限 事 項 備考（代行方法，その他） 解除予定

本ソフトウェアは使用する作業用デー 代行方法なし． なし
タセット名の第一修飾子にユーザＩＤを使
用しているため，同一ユーザＩＤで複数同
時に使用すると割当てエラーなどが発生
する場合がある．

５４
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